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通称「古生物の黒
くろ

本
ほん

」として知られるバイオロジカルミス
テリーシリーズの第2冊．本シリーズは，美しい古生物の画
像・イラストがふんだんに盛り込んでいるだけではなく，当
時の大陸の配置や気候にいたるまで，生物を取り巻く地球環
境についても最新の知見をもとに解説している．化石に興味
のある一般から大学の学部学生まで，また大学で古生物の講
義を執る教員にとっても大変魅力的なシリーズ本である．さ
らに，それぞれの時代について「進化の窓」として重要な保
存的化石鉱脈をとりあげ，古生物学者のみならず生物学者が
興味をそそる内容について触れているところも嬉しい．化石
の魅力を幅広い世代に十分伝えられるようにとの著者の古生
物に対する情熱が伝わってくる．

本書は2部構成（第1部オルドビス紀，第2部シルル紀）に
なっており，それぞれの構成が起承転結で成り立っている．
導入部では，その時代を代表する古生物の紹介と，古生物の
系統関係，彼らを取り巻く環境の変遷について紹介している．
続いて，最新の知見を踏まえた保存的化石鉱脈から産出した
美しい化石を紹介し，読者の脳内アドレナリンが分泌したと
ころで，各時代の古生物相の転換へと議論は移り，最後は地
球環境の変化，あるいは生物自身の進化によって，次の時代
の古生物へとバトンタッチが行われるようになっている．著
者のサイエンスライターとしての底力と，古生物に対する造
詣の深さを感じさせる．

第1部オルドビス紀では，2011年にモロッコのオルドビス
紀前期の地層から発見されたバージェス頁岩型動物群を紹介
し，アノマロカリス，マーレラ，ハルキゲニアの仲間が，カ
ンブリア紀以降も生き残っていたことを紹介している．その
うえで，オルドビス紀には三次元的な礁がかたちづくられ，
カンブリア紀とは異なった生物相になったことについて触れ
ている．古生物の「スーパースター」三葉虫についても，美
しいカラー写真で紹介し，この時代の三葉虫の形態的な多様
性と，環境への適応について議論している．そして「進化の
窓」では，アメリカ，オハイオ州のシンシナティのオルドビ
ス紀後期の地層から産出する，美しくて豊富な無脊椎動物化
石をわかりやすい復元画とともに紹介している．評者の個人
的なお気に入りは，立体的に保存されたフデイシ化石の写真
である（p.61）．オルドビス紀のもう1つの「進化の窓」とし
て，南アフリカのスーム頁岩から発見された眼が保存された
コノドントや，カンブリア紀に栄えたナラオイアの仲間を紹
介している．かつて評者は，レスター大学留学時に，スーム
頁岩から産出した本書で紹介されているコノドント化石

（p.67）を研究していた英国レスター大学の故リチャード・ア
ルドリッジ教授やサラ・ギャボット博士に，実際の標本を見
せてもらったことがある．彼らは当時，コノドント化石の眼
の部分には，眼を動かす筋肉が鉱物に交代されて保存されて
いると説明してくれた．今思うと，あの眼には光受容器の化
石も保存されているのではないかと，本書を読みながら回想

してしまう．思案にふける評者をよそに，本書は魚類黎明期
へとコマを進める．オルドビス紀の魚類には顎がなかったこ
と（無顎類），化石の地理的分布から，無顎類の一種は大洋を
渡れなかったことを紹介し，最後は，オルドビス紀末の大量
絶滅で第1部を締めくくっている．

第2部シルル紀は，ページ見開き下半分を惜しみもなく使
い，体長70 cmの迫力のあるウミサソリの写真（レプリカ標
本であるのが残念なのだが）が，シルル紀の世界へと読者を
招待してくれる．14ページにおよぶウミサソリの紹介の後，
カブトガニやウミサソリとカブトガニの共通祖先にあたる光
楯類も紹介しており，さまざまな鋏角類が当時繁栄していた
ことをもれなく解説している．また，サソリとウミサソリの
違いについても明瞭に解説しているところもありがたい．シ
ルル紀の「進化の窓」では，ニューヨークのシルル紀中期の
ロチェスター頁岩層の美しいウミユリ，ウミリンゴ，三葉虫
の写真を多く掲載している．世界的に有名なシルル紀の化石
産地といえば，スウェーデンのゴトランド島や英国のウェン
ロック，ラドローを連想する評者の眼には，ロチェスターの
化石の項はとても新鮮に映った．続いて，カラフルな「バー
チャル化石」が読者の目をくぎ付けにする．この「バーチャ
ル化石」は英国ヘレフォード州のシルル紀後期の火山灰層中
のノジュールから，コンピューター技術を用いて「掘り出さ
れたもの」である．評者のお気に入りは，世界最古の雄，コ
リンボサトン（ウミホタルの仲間）である．読み入っている
うちに甲冑魚や硬骨魚が登場し，無脊椎動物の紹介が終わり，
陸地の緑化で締めくくられている．

欲を言えば，日本の最古の化石についても紹介して頂きた
かった．また，幾つかのミス，例えばカンブリア紀爆発を動
物の大きな分類群（門レベル）が多様化した事件と書いてい
る（p.18）が，実際は門レベルの多様化はカンブリア紀以前
に起こっており，外部形態の多様化が起こったのがカンブリ
ア紀である，レイセスター大学（p.68）→レスター大学，オ
ストラコーダとよばれる微生物（p.125）→オストラコーダと
よばれる微小な節足動物などが散見された．これらの部分は
第2版で修正されることを願っている．また，第2版ではウ
ミサソリの複眼の研究（Anderson et al., 2014）や世界最古の
子供を保育していた雌の化石（Siveter et al., 2014）について
も取り上げて欲しい．

最後に要望を書き連ねてしまったが，本書が古生物学者の
背中を力強く押してくれる本であることは間違いない．大学
受験に必須の「赤本」のように，「古生物の黒本」を古生物学
者のみならず，生物学者や化石愛好家の座右の書として是非
お勧めしたい．
� 田中源吾
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学分野とIUGS（国際地質学連合：International Union of 
Geological Sciences）による国際協力研究事業である．2012
年にIGCPは発足40周年を迎えたが，UNESCOのプログラム
の中で最も成果を挙げたものの1つとして定着している．1972
年以来，2014年までに合計340ほどのプロジェクトが採択さ
れており，2014年度は5つの大きなテーマ別で計26のプロ
ジェクトが活動した．毎年10〜10数件の提案があるようだ
が，採択は数件程度であり，2013年はIGCP608を含め5件が
採択された．

IGCP608（2013‒2017）について
正式名称は“Cretaceous Ecosystems and Their Responses 

to Paleoenvironmental Changes in Asia and the Western 
Pacific”（白亜紀のアジア−西太平洋地域の生態系システムと
環境変動），略称はAsia-Pacific Cretaceous Ecosystems（白亜
紀アジア−西太平洋生態系）で，IGCPの5大テーマのうちの

“Global Change: Evidence from the Geological Record”に含
まれるプロジェクトである．リーダーは，筆者のほか，万　暁
樵氏（Xiaoqiao Wan，中国），鄭　大教氏（Daekyo Cheong，
韓国），Sunil Bajpai氏（インド）の4名である．

本プロジェクトの活動期間は2013〜2017年の5年間で，本
年は3年目を迎える．本プロジェクトは，南アジアを含む東
アジアと西太平洋地域を対象として，白亜紀の古生態系の実
態とそれらの古環境に対する応答を，地質科学の諸分野の多
様な視点・手法から研究することを目的としている．層序・
堆積相・化石相の基礎的な研究から，古気候・古海洋・OAE・
ORB・古生物地理といった応用・総合的な研究に取り組んで
いく．

また，IGCPの基本理念から，開発途上国の地球科学振興へ
の寄与，あるいは天然エネルギー資源，非金属−金属鉱床の
探鉱・開発のための基礎的な地質情報の提供なども，重要な
使命として，アジア各国の研究者との交流を深めている．さ
らに，近年では研究成果の社会還元も要請されている．例え
ば，関連する各国のGeoparks（同じUNESCO地球科学部門
のプログラムの一つ）に研究成果を提供して，地質学的な意
義を高めて行く努力もその一つとなっている．

ところで，アジアの白亜系を研究対象とするIGCPは，
IGCP350（1993‒1998，リーダー：岡田博有）以来，日本の
研究者が先導・主導をしてきた20年を越える歴史がある．
IGCP350の後は，IGCP434（1999‒2004，リーダー：平野弘
道元会長），IGCP507（2006‒2011，筆頭リーダー：Lee Yong 
Il（韓国ソウル大））と継承されてきた．IGCP608はこれらを
後継するもので，現在はアジア14カ国および西欧9カ国のメ
ンバーがメーリングリストに参加しており，総数は230人を
超える規模の国際研究プロジェクトとして，進められている．
活動の詳細は，プロジェクトのWebsiteに掲載されているの
で，以下のURLを参照されたい．
URL：http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

第2回国際シンポジウム
IGCP608が毎年各国持ち回りで行う国際研究集会の第2回

を，2014年9月4‒6日に東京の早稲田大学で開催した．国の
重要文化財（建造物）に指定されている大隈講堂の1階にあ
る小講堂で行われた3日間のシンポジウムでは，開会セッショ
ンの後，以下の6つのセッションで44件の口頭発表，3つの
ポスターセッションで計37件の発表が披露され活発な議論が
行われた．
口頭セッション
1）海洋無酸素事変諸現象：アジア−西太平洋域地層記録か

らの貢献（9件）
2）生物相進化：アジア−西太平洋域の動物相・植物相（微

小動物相：10件）
3）アジアの白亜系ジオパーク（3件）
4）陸−海リンケージ：対比・堆積・古環境（10件）
5）テクトニクスと古環境：アジア−西太平洋域（4件）
6）生物相進化：アジア−西太平洋域の動物相・植物相（大

型動物相：8件）
ポスターセッション：2，3日目の13：00〜14：00にコアタ
イム
1）陸−海リンケージ：対比・堆積・古環境（16件）
2）生物相進化：アジア−西太平洋域の動物相・植物相（16

件）
3）アジアの白亜系ジオパーク（5件）

上記のように，古生物学に関連する発表が最も多かった．
9月4日（木）のオープニングでは，井龍康文・日本地質学会

会長が歓迎の辞を述べられるなど，格調ある開会セッション
となった．筆者はIGCP608の活動と今回のシンポジウムの意
義を紹介・確認する開会挨拶を行った．1993年にIGCP350が
始まって以来20年におよぶ，東アジア白亜系IGCPの歴史

（IGCP350-434-507-608）を示した後，本シンポジウムの実行
委員会副委員長で2014年5月に急逝された故・平野弘道早大
教授（IGCP434リーダー；本会元会長）に全員で黙祷を捧げ
た（安藤, 2014）．次いでJames Haggart氏（カナダ地調）に
よる「北米太平洋岸域の白亜系の化石層序・古環境・テクト
ニクス：環北太平洋域の統合対比に向けて」という基調講演
があった．Haggart氏には，ジオパークセッションにおいて
も，世界ジオパークに認定されたブリティッシュコロンビア
州のTumbler Ridge Aspiring Geoparkの活動について，自身
が助言者として関わった経験や活動内容を紹介頂いた．

シンポジウムには，海外39名，国内53名の計92名の登録
参加者があり，実行委員会のスタッフを合わせると約110名
を超える盛況であった（図1）．参加者は日本を含め13か国に
および，女性22名，学生22名を数えた．海外からは，中国1
名，韓国5名，インド10名，フィリピン4名，マレーシア1
名，ミヤンマー2名，モンゴル6名，パキスタン1名，ロシア
6名，フランス1名，イギリス1名，カナダ1名であった．た
だし次回の研究集会で中心を務める予定の中国の地域リー
ダーは，ビザが得られず直前に参加キャンセルとなり，集会
の予告案内は安藤が代読するという事態になってしまった．

実行委員会事務局長の太田　亨氏（早大・教育）の差配の
もと，初日（9/4）の歓迎パーティーはキャンパス内にある
リーガロイヤルホテル東京で，3日目（9/6）の送別パーティー
は学内の大会議室でいずれも立食形式で開かれた．その席で
は，早稲田大学ならではの余興が披露された．応援団のエー
ル（開会セッション），ダンス（歓迎パーティ），室内楽（送

図1．大隈講堂前での参加者の記念撮影．
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別パーティ）など，学生サークルが披露した力強い演奏・歌
声や迫力に満ちた踊りは皆を魅了した．

2日目の夕方には，各国の地域リーダーによるBusiness 
Meetingが平山　簾氏（早大・国際教養）のセミナー室を借
用して持たれ，会議録論文集の詳細や出版に向けての日程，
2015年の第3回（中国・瀋陽）および2016年第4回集会（ロ
シア・ノボシビルスク）の日程等が議論された．

今回の日程は，国内外の諸学会の日程や会場の都合を考慮
した上で慎重に決めたつもりであったが，結局は，第9回頭
足類シンポジウム（スイス・チューリッヒ）と重なってしま
い，国内外の数名の主要メンバーの参加が叶わなかった．開
催日程設定の難しさを痛感させられた次第である．

次回の2015年は，熱河層群から世界最古の被子植物化石
（Archaefructus）を発見したことで知られる中国の瀋陽師範
大学の孫革（Sun Ge）教授をホストとする，第12回中生代
陸成生態系国際シンポジウム（MTE-12）と共催で行われる．
8月16‒18日がシンポジウム，巡検が8月19‒20日で，遼寧省
のZhaoyangおよびBenxi地域を訪れる．多くの国内外研究者
の参加を期待している．

地質巡検
シンポジウム翌日からの3泊4日（9月7‒10日）の地質野

外巡検では，本州中部太平洋岸の白亜系を代表する，白亜系
銚子層群（千葉県銚子市）−那珂湊層群（茨城県ひたちなか
市）−双葉層群（福島県いわき市：図2）を見学し，現地で露
頭を前にしての議論を行った（安藤・安藤, 2014を参照）．案
内者は安藤，平山　廉，柏木健司（富山大）の3名である．こ
れには海外15名，国内16名が参加した．海外からの参加者
内訳はインド3名，モンゴル6名，パキスタン1名，ロシア4
名，フランス1名，カナダ1名であった（図3）．

巡検では時代・堆積相・化石相の異なる前弧堆積盆堆積物
について，堆積地質，シーケンス層序，化石層序，海棲・陸
棲生物相といった異なる視点から解説をした．参加者の長谷
川善和（群馬県博）氏のほか，伊佐治鎭司（千葉県博）氏，
安藤生大（千葉科学大）氏らからは，準備段階も含め情報提
供などのご協力をいただいたおかげで，内容の充実した巡検
を催すことができた．また，日本の若手参加者は進んで通訳
をかってでてくれた．

見学地のいくつかは，銚子ジオパークと茨城県北ジオパー
クのジオサイトともなっており，IGCPとならぶUNESCOの
プログラムであるジオパークの，日本における進展も紹介し
た．また，つくば市の産業技術総合研究所地質標本館やいわ
き市の石炭・化石館（図4）および同市アンモナイトセンター

などの，研究展示施設も見学し，日本における自然史標本の
利用実態や展示技術の高さも紹介できた．

五浦観光ホテル大観荘など宿泊施設からは種々の便宜をは
かっていただき，外国人参加者には「おもてなし」精神を感
じる印象深い巡検になった．

国際研究集会を開催して
かつて故・平野弘道先生が主催したIGCP434の記念すべき

第1回の国際シンポジウムは，日本古生物学会と共催で早稲
田大学国際会議場井深大記念ホールにおいて2000年1月26‒28
日に開催され，その様子は化石68号の特集号として掲載され
ている（平野, 2000）．IGCPを引き継いだリーダーとして，14
年ぶりに早稲田大学に帰ってきたIGCPの国際集会において，
平野先生には東アジア白亜系研究を総括する記念講演をして
いただく予定であったが，残念ながらそれは叶わなかった．

14年前のシンポジウムの際は，私は一参加者に過ぎなかっ
たが，その開催の舞台裏がいかに大変であり困難なことが山
積していたことは想像もしなかった．平野先生が常々語って
おられたIGCPの重要性やIGCPに対する国内での経済的支援
の乏しさ（平野, 2007）も切実であった．2000年の時とは時
代状況が異なり，企業からの寄付等を要請するのがいかに大
変かも痛感した．何とか乗りきれたのは，安藤を委員長とし，
太田　亨氏を事務局長とする総勢12名で実行委員会を組織し，
皆さんの協力を得たことであろう．特に故・平野先生と共に
IGCP434-507で多くの集会に参加された太田　亨氏の存在は
心強かった．村上瑞希（早大・教育）氏，守屋和佳（早大・

図3．北茨城市五浦海岸にある茨城大学美術文化研究所の「亜細亜
ハ一なり」の碑前（巡検2日目）．

図4．いわき市石炭・化石館入口ホールのフタバスズキリュウ展示
（巡検3日目）．

図2．福島県広野町北沢の双葉層群笠松層の河川成砂岩相（巡検4
日目）．
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教育：当時金沢大）氏らを含めた若手の活躍と，早稲田大学
の学生諸氏の協力なくして，成功はなかったであろう．実行
委員会の皆さんに深くお礼申し上げたい．

今回のシンポジウムで発表された研究成果は，安藤ほか5
名が客員編集者を務めるIsland Arcのテーマセクション「白
亜紀の陸−海リンケージと生物進化：アジア−西太平洋域か
らの貢献」で出版される予定である．現在，査読・編集作業
が始められ，今後早期出版を目指していく．

今回の集会にあたって，日本古生物学会には共催を承認い
ただき，例会等での広報にご協力いただいたことに感謝した
い．日本地質学会，日本堆積学会，産業技術総合研究所地質
調査総合センター，日本ジオパークネットワーク，早稲田大
学教育学部および地球科学教室，早稲田大学国際教養学部，
茨城大学には，共催もしくは後援を頂いた．また，東京地学
協会，J-DESC，井上科学振興財団をはじめ多くの企業から支
援を頂いたので深謝申し上げたい．

なお，①講演要旨・巡検案内書および②巡検中の様子は，
以下のIGCP608のウェブサイトからダウンロードできる．特
に巡検案内書は役立つ情報が多いのでお薦めしたい．

①http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/index.php?id=6
②http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/index.php?id=12

安藤寿男，2014，元会長　平野弘道先生の急逝を悼む．化石，96，
41‒43．

安藤寿男・安藤卓人，2014，IGCP608「白亜紀のアジア−西太平
洋地域の生態系システムと環境変動」第2回国際シンポジウム

（東京・早稲田大学）．日本地質学会News，17（5），2‒4.
平野弘道，2000，白亜紀の炭素循環と生物多様性の変動．化石，68，

13‒14．
平野弘道，2007，地質科学国際研究計画（IGCP）と国際貢献．化

石，82，78-81．

安藤寿男（茨城大学理学部）

2015年5月14日から21日の期間，高知大学朝倉キャンパ
スならびに高知県下の露頭や海岸において13th International 
Ichnofabric Workshop（第13回国際生痕ファブリックワーク
ショップ）が開催された．会期中の詳細については，コンビー
ナーの一人でもある泉　賢太郎博士による別項をご覧いただ
くとして，ここでは，その背景ならびに概要について簡単に
紹介したい．

国際生痕ファブリックワークショップの歴史は，1991年に
ノルウェーでF. Bockelie博士（Norsk Hydro社：当時）によっ
て開催された第1回の会合に始まる．そのきっかけは，当初
からの参加者である米国ユタ大学のA.A. Ekdale教授による
と，さらにその前年に英国ノッティンガムで開催された13th 
International Sedimentological Congress（第13回国際堆積学
会議）に遡るという．この会議に参加したEkdale教授やF. 
Bockelie博士，さらに，R.G. Bromley博士（コペンハーゲン
大学：当時），H.A. Curran教授（スミス大学：当時），A. 
Wetzel教授（バーゼル大学）およびJ.E. Pollard博士（マン
チェスター大学：当時）らが，「生痕を単なる化石として扱う
だけで無く，堆積物を構成するファブリックの一部としてと
らえなおし，そこに記録された物理的，化学的環境や古生態

に関する諸情報を包括的に読み解き，そして，地層の堆積史，
堆積環境，古生態などの詳細な解析に応用する」という新し
い研究スタイルの可能性について議論をはじめたことが端緒
だそうだ．その後，米国で開催された第2回目以降，デンマー
ク，バハマと順次開催場所を変えながら隔年で実施され，現
在にいたっている．今回は，前回2013年のトルコ共和国での
ワークショップを引き継いで，我が国では初めての開催となっ
た．

今回は，「Ichnofabric Studies Linking Past, Present, and 
Future（過去，現在，未来をつなぐ生痕ファブリック研究）」
の副題のもと，従来，ともすると独立に扱われることの多かっ
た現世生痕研究と化石生痕研究の両者に等しく光をあてた事
が大きな特徴である．コンビーナーは，筆者（奈良）のほか，
高知大学の近藤康生教授ならびに伊谷　行博士，東京大学の
清家弘治博士，千葉大学の小竹信宏教授，そして，国立環境
研究所の泉　賢太郎博士である．参加者は，会場の収容力や
バス移動の都合上，約40名に制限したが，直前に数名のキャ
ンセルがあったため38名となった．また，参加者の居住地は，
ブラジル連邦共和国，カナダ，ハンガリー，インド，日本，
ノルウェー王国，中華人民共和国，ポーランド共和国，スペ
イン，スイス連邦，台湾，トルコ共和国，アメリカ合衆国と
13の国と地域に及んでいる．

ワークショップの前半では，朝倉キャンパスにおいて研究
発表会が開かれ，化石生痕から現世生痕におよぶ28件の口頭
講演と17件のポスター講演がなされた．つづいて，後半では，
清家博士，奈良ならびに伊谷博士らが行ってきた現世の生痕
研究に加え，奈良や近藤教授らが行ってきた化石生痕や軟体
動物化石の研究に基づいた野外巡検を企画し，生痕ファブリッ
ク研究のさらなる進展に向けた議論を交わした．さらに，最
終日には高知大学の池原　実博士のご協力による高知コアセ
ンターの見学会も開催した．期間中には季節外れの台風が近
づくなど天候の乱れも予想されたが，実際には大きな混乱も
無く，無事に会期を終えることが出来た．なお，次回の第14
回ワークショップは台湾大学地質科学系のLudvig Löwemark
博士によって，台湾大学ならびに台湾北部の新生界を中心に
2017年に開催されることが決定している．

最後に，このワークショップ開催に際しては，日本古生物
学会から後援をいただいたほか，公益社団法人東京地学協会
からは助成をいただき，高知大学からは共催の許可を得た．
この場をお借りして厚く御礼を申し上げる．

奈良正和（高知大学教育研究部）

2015年5月14日から21日にかけて，高知大学朝倉キャン
パスならびに高知県下の巡検地において13th International 
Ichnofabric Workshop（第13回国際生痕ファブリックワーク
ショップ）が開催された．筆者は今年の3月に学位を取得し
た後に正式にコンビーナに加入したため，開催者側でありな
がら，一人の一般参加者でもある．そこで本稿では，企画者

13th International Ichnofabric 
Workshop（第13回国際生痕ファブ
リックワークショップ）開催報告

第13回国際生痕ファブリックワーク
ショップ（13th International 
Ichnofabric Workshop）参加報告

学術集会参加報告
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側・参加者側の両サイドから見た今回のワークショップの会
期中の様子を報告する．なお，ワークショップの様子は複数
の地元メディアに取材されており，5月16日には高知新聞の
朝刊に紹介記事（記事タイトル：『高知大学で生痕学の国際
ワークショップ初開催　ジオ視察も』）が掲載された．

5月14日：いよいよワークショップ開催
18時から始まるアイスブレークパーティーの準備が着々と

進む中，筆者は昼頃に高知竜馬空港に到着していた．という
のも，空港から会場となる高知大学朝倉キャンパスへのアク
セスは，外国人参加者たちにとっては少々わかりにくいと思
われたからである．昼過ぎ以降に続々と到着する参加者たち
と握手やハグ（生痕研究者は何故かラテン系諸国の出身者が
多い）を交わしつつ，もう一人のコンビーナである清家博士
とともに，参加者を順次シャトルバスに乗せてホテル（西鉄
イン高知　はりまや橋）に引率した．ひと時の休息の後，今
度はホテルから朝倉キャンパスまで参加者を引率したのだが，
はりまや橋から朝倉方面へ向かう路面電車が外国人でほぼ満
員になる光景は非常に珍しいらしく，他の乗客の目を引いて
いた．

アイスブレークパーティーの会場である学生会館に到着す
ると，筆頭コンビーナである奈良博士が一行を出迎えてくだ
さった．受付の際に，要旨集や巡検案内書とともに野帳やワー
クショップTシャツ，そして地質図をアレンジしたトートバッ
グなどが手渡された．特にトートバッグは評判が良く，その
後の学会期間を通じて使い続ける参加者が多かった．パー
ティー開始の段階では飛行機の都合で全参加者が揃っていな
かったものの，中盤以降になると徐々に残りの参加者が会場
に到着し，宴会は尻上がりに盛り上がっていった．筆者とし
ては，翌日以降の学会本番に向けて気持ちが高まっていくの
を感じ，良い潤滑油となった．

研究発表会
5月15日からはいよいよ講演が始まった．まずは筆頭コン

ビーナである奈良博士の開会挨拶（図1）を皮切りに，3日間
で28件の口頭発表と17件のポスター発表が行われた．生痕
ファブリックワークショップの一つの特徴としては，他学会
では普通に行われている複数セッションの並列進行がない，
ということが挙げられる．つまり，参加者全員が全ての講演
を聞くことが可能となる．また今回のワークショップでは，
一件当たりの講演時間が25分あったので，各講演当たり約5
〜10分間の時間をディスカッションのために使うことができ
た．非常に大規模な学会では，ともすれば各講演がルーティ
ン化してしまい，中には発表を聞かずにパソコンで他の仕事

をしているような参加者の姿も目にする．しかし今回のワー
クショップは人数の規模も適度で，マイクを使わなくても声
が行き届くような会場で開かれたので，非常に濃密なディス
カッションを行うことができた．これぞ正に少人数の国際

“ワークショップ”の醍醐味であると言える．
講演内容は多岐にわたった．各国からの生痕化石の産出報

告といった事例研究が多かった一方で，底生生物の行動の復
元を目指すような古生態学的な講演も多かった．中でも筆者
の眼にとまったのは，中生代の生痕化石データを広くコンパ
イルして，底生生態系の変遷様式を俯瞰的に捉えようとする

「The trace-fossil record of the Mesozoic Marine Revolution」
という題目のLuis Buatois博士（カナダ）の発表と，オルド
ビス紀の大放散イベントを生痕化石記録から捉えようとする

「The trace-fossil record of the Great Ordovician Bio-
diversification Event」という題目のGabriela Mángano博士

（カナダ；Buatois博士の妻でもある！）のふたつである．さ
らにもう一つ目立ったのは，現生生痕に注目して底生生物の
行動生態の解明を目指す講演が比較的多かったことである．
近年の分析技術・観測技術の発展に伴い，特に深海域の底生
生物に関する知見が今後ますます蓄積していくことが予想さ
れる．このような現生生物から得られるデータは，過去の底
生生態系を解釈する上で必要不可欠である．したがって今後
の生痕ファブリックの研究は，現在と過去を有機的に結び付
けていくことでますます発展していくことが大いに期待され
る．

筆者はこれまで，環境変動に対する底生生物群集の応答様
式を解明することを目指して，上総層群国本層の生痕ファブ
リックに関する研究を行ってきており，この研究に関する発
表を16日の午前中に行った．ディスカッションでは，現世の
半遠洋性堆積物中の生痕ファブリックに関する著名な研究者
であるスイスのAndreas Wetzel博士や，国本層と同時代の堆
積物コア中の生痕ファブリックを研究しているスペインの
Francisco J. Rodríguez-Tovar博士などからご意見・コメント
をいただくことができ，非常に有意義であった．

昼食後の1時間は，ポスター発表と生痕標本の陳列展示の
コアタイムであった．ポスター会場には，コーヒー片手に積
極的にディスカッションしている参加者が目立ち，熱気にあ
ふれる教室となった．また陳列展示は，生痕標本を実際に観
察できる良い機会となり，標本の写真を撮ったり展示標本に
関する論文別刷を手に取ったりしている姿が印象的であった．

学会行事
今回のワークショップでは，海外からの参加者に日本の文

化を体験・満喫してもらうべく，いくつかの行事が企画され

図１．15日の冒頭で，開会の挨拶をする高知大学の奈良正和博士． 図２．16日の夕食時，料亭『濱長』で舞妓さんの舞に見入る参加者．
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た．16日のWorkshop Dinnerと17日の市内観光とWorkshop 
Lunchである．16日の夕食は，伝統的なスタイルの和食料亭
で開催された．そこでは，土佐名物のカツオやウツボなどを
使った料理が振る舞われ，舞妓さんによる演舞も鑑賞するこ
とができて，参加者は興奮冷めやらぬ様子で写真や動画を撮
影していた（図2）．「いかにも日本」的な会食の様子に非常に
満足していたようである．

翌日の17日の午前中には，「日曜市」として知られる高知
城下追

おう

手
て

筋
すじ

の街路市を散策した後，高知城観光ツアーを体験
した．筆者自身，いずれも初めての場所であったために，すっ
かり一参加者として楽しんでしまった．海外からの参加者た
ちは，日曜市で様々なお土産を購入したり，高知城の“忍者
返し”を見て興奮したりと，各々のスタイルで楽しんでいた
様子が伝わってきた．そして，高知城観光の後には，全員が
ワークショップＴシャツを着用して集合写真を撮影し（図3），
三翠園という老舗旅館で昼食をいただいた．ちなみに，この
際の集合写真は現在，筆者のパソコンのデスクトップ写真に
なっている！

野外巡検
今回のワークショップについて報告する上でもう一つ欠か

せないものが，充実した野外巡検である．今回は，各コンビー
ナの研究スタイルを活かした巡検コースが企画されており，
まさに高知でしか実現できない内容であったと言える．

初日の18日は，奈良博士・清家博士・伊谷博士の案内の下，
入野海岸の砂浜と蛎

かき

瀬
せ

川干潟において，現生底生生物とその
生痕を観察した．あいにくの雨となってしまったが，参加者
たちはレインウェアを身にまとい，傘を差しながらも観察や
写真撮影に余念がなかった．入野海岸では主にスナガニの巣
穴や，フジノハナガイなどが見られ，蛎瀬川干潟ではニホン
スナモグリやハゼ（＋それらの巣穴）などが見られた．また，
入野海岸では，奈良博士が堆積物の剥ぎ取り標本のサンプリ
ング方法を実演された（図4）．学生さんたちの手慣れたサ
ポートもあって，コアの採取・樹脂作成や流し込みなどの各
手順が非常に速やかに進んでいき，最終的に完成した剥ぎ取
り試料の中には，現世のMacaronichnus segregatis様生痕が観
察できた．この実演は参加者たちに非常に好評で，動画を撮
影したり，実演後に奈良博士に方法を質問している参加者が
多く見られた．

前日とは打って変わって晴天に恵まれた19日は，土佐清水
市の竜

たつ

串
くし

地域一帯に分布する三崎層群竜串層を観察した．午
前中に観察した上部竜串層は，厚く成層した砂岩が卓越し，
まれに泥岩層を挟むような，網状河川から干潟の堆積環境を

示す堆積物である．ここでは，それぞれの堆積環境に特徴的
な生痕化石が良く観察される．河川堆積物からは，二枚貝の
生痕化石であるLockeia siliquariaが豊富に産出し，その配列
方向は古流向と非常に良く一致する．このような産状は環境
に応答した底生生物の行動様式をよく記録しており，参加者
たちの観察やディスカッションにも熱が入っていた（図5）．
一方，干潟の堆積物からはDactyloidites，Macaronichnus，
Scoliciaなどの海性の生痕化石の産出が見られ，海水の影響を
強く受けていたと考えられる．午後は竜串層の下部に移り，
堆積相と生痕化石の観察を行った．竜串層下部はハンモック
状斜交層理の発達した砂岩が厚く堆積し，しばしばスランプ
堆積物を含む．産出する生痕化石は，Macaronichnus，大型の
Ophiomorpha，Piscichnus，Siphonichnusなどである．特に
Ophiomorphaは従来より数々の研究者が重点的に研究してき
た言わば“生痕化石界のスター”であり，多くの参加者たち
がOhiomorphaの前で写真撮影をしたり，ディスカッションを
したりしている姿が目立った．さらに，竜串層下部では，津
波堆積物と解釈される砂岩層が何層準かで見られた．その特
徴や成因について，参加者たちは奈良博士から説明を受け，
その様子は地元テレビ局に取材されていた．このように，2
日目のポイントは生痕学者たちだけではなく，地元の方々に
とっても非常に魅力的な場所であり，移動時間になった旨を
10回以上アナウンスしても露頭の前から離れようとしない熱
心な参加者も何人かいた．特に上述のGabriela Mángano博士
に至っては，あまりに熱心に観察するあまり，自分のバック

図４．入野海岸にて，堆積物の剥ぎ取り試料のサンプリングを実
演している奈良博士．

図３．ワークショップＴシャツを着用して高知城前で撮影した集
合写真．Zain Belaustegui博士提供．

図５．竜串層上部で二枚貝の生痕化石Lockeia siliquariaについて議
論する奈良博士と参加者．
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パックの存在を忘れ，筆者が代わりに彼女の荷物を探しに戻
ることとなった．Mángano博士は生痕学の教科書も何冊か出
版しており，間違いなく現在の生痕研究を牽引する一人であ
る．そんなMángano博士は，講演を聞いているときも野外巡
検の際も欠かさずメモやスケッチを取っており，非常に真摯
に生痕化石に向き合う姿勢を垣間見た．どの分野であっても，
一流の研究者とは自分の専門的な研究だけに意識を向けるの
ではなく，視野を広く持ち，常に学ぶ意欲を失わないもので
あるのだ，と強く実感した．見習うべき姿である．

そして野外巡検の最終日となる20日も同様に晴天に恵まれ
た．この日の最初は，近藤教授の案内の下，唐ノ浜地域に分
布する穴内層の軟体動物化石と生痕化石を観察した（図6）．
ここは多くの二枚貝類・巻貝類が多産するため，化石体験採
集場として有名である．それにもかかわらず，保存の良い貝
化石には目もくれずにPhycosiphon，Thalassinoidesなどの生
痕化石の観察に熱中していた参加者の姿は，生痕ファブリッ
クワークショップならではの光景であろう．午後は，室戸半
島羽根岬に分布する深海堆積物である室戸半島層群奈半利川
層を観察した．ここでは非常に多様な生痕化石が観察され，
Helminthorhaphe，Paleodictyon，Tasseliaなどの深海生痕が見
られた．中でも特徴的であったのは，原鰓亜綱の二枚貝の移
動痕と考えられているProtovirgulariaが多産することであろ
う．この生痕化石は砂岩の基底部に見られ，しばしば50 cm
以上にも及ぶ非常に長い移動痕である．この見応え十分の生
痕化石には，参加者たちも満足していた様子であった．野外
巡検の行程を全て終了したこの日の夜は，ホテルで宴会が行
われ，料理人が鰹のたたきを目の前で焼いている姿も目の当
たりにすることができた．

ワークショップ最終日の21日は，高知コアセンターの施設
見学を行った．筆者はこの日に都内で所用があったためにコ
アセンターに寄ることができなかったが，参加者の感想を聞
いた限り，X線CTスキャナーなどの機器を見ることができて
良かった，ということであった．

おわりに
上述したように，5月14日から21日は非常に濃密な一週間

を過ごすことができた．これはおそらく筆者だけではなく，
全ての参加者が感じたことであろう．「生痕ファブリック」と
いう共通の対象を様々なアプローチ・アイデアで研究する世
界中の研究者たちが一堂に会すのだから，有意義なことは保
証付きである．このような濃密な時間を通して，各国の生痕
研究者たちは常日頃から親交を深め，アイデアの交換を活発
に行っている．今回報告した生痕ファブリックワークショッ

プ以外にも，生痕関係の国際会議はいくつか存在するので，
平均するとほぼ毎年どこかの国で，何らかの生痕関連学会が
開催されることとなる．このように，“生痕業界”は規模こそ
小さいものの，お互いに良好かつ緊張感を持った関係の下，
各々が独自のアイデア・手法で研究を進めていくことができ
ている．

次回の生痕ファブリックワークショップは，2年後の2017
年に台湾で，Ludvig Löwemark博士を筆頭コンビーナとして
開催されることが決定した．それまでに生痕研究のさらなる
発展を祈願し，そしてもちろん筆者自身も益々研究に励む意
思をここに表明し，本報告を終える．

泉　賢太郎（国立環境研究所）

2015年5月22日から5月25日にかけて，中華人民共和国・
南京市の東南大学にて，中国科学院南京地質古生物研究所主
催のもと，第7回国際腕足動物会議（The 7th International 
Brachiopod Congress：The Brachiopod World）が開催された

（図1, 2）．国際腕足動物会議は，1985年にフランス・ブレス
トにおける第1回会議以降，5年ごとに行われており，第7回
目は腕足動物の研究者が増加傾向にある中国での開催となっ

図６．穴内層の軟体動物化石について解説する高知大学の近藤康
生教授．

図1．国際腕足動物会議の会場となった東南大学の構内．

図2．会議場内の様子．

第7回国際腕足動物会議 
The Brachiopod World参加報告
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た．20カ国から107名が一堂に会し，4日間の会期内に口頭
発表56件，ポスター発表31件の発表が行われた．日本から
は，著者ら4名が参加した．

24日午後に行われた野外巡検（＝市内観光）では，南京市
北東部にある紫金山を訪れ，孫中山（孫文）の陵墓である中
山陵（図3），明の太祖洪武帝朱元璋と后妃の陵墓である明孝
陵を見学した．紫金山の周囲に分布する多数の陵墓群は「明・
清王朝の皇帝墓群」として世界遺産にも名を連ねる著名な観
光地である．その後，明・清王朝の建築様式を残す孔子を祀
る夫子廟にてディナーパーティーが開かれた．夫子廟の脇を
流れる秦川では，煌びやかな水上ショーが繰り広げられてい
た．参加者は慣れない回転テーブルに困惑しながらも，本場
中国の中華フルコースを楽しんだ．

会議の概要
巡検に先立ち，5月22日から始まった本会議は，Plenary 

sessionsの4講演に続き，以下の6つのセッションで構成され
ていた．1: Systematics, phylogeny and morphological patterns 
of brachiopods（8件），2: Brachiopod palaeoecology, taphonomy 
and interactions with other organisms （10 件 ）， 3: 
Biostratigraphy, chemostratigraphy, and past environmental and 
climate changes（11件），4: Origination, diversity and extinction 
of brachiopods（8件），5: Palaeobiogeography, gradients and 
palaeogeographical implications（11件），6: Modern brachiopod 
biology and ecology （8件）

多岐にわたるテーマがバランスよく配置されているように
見えるが，実際には予想とはやや違っていた．参加者107名
のうち50名以上が中国の研究者と学生であり，各セッション
での発表件数の約3割は彼らによる産出・分類の報告によっ
て占められていた．これは，中国国内には，まだ着手されて
いない調査地域や未記載の標本が膨大に残されており，腕足
動物研究も地質調査をベースとした記載古生物学が主流であ
るためと思われる．一方，発表用のスライドには，きわめて
露出の良さそうなセクションや，保存の良い化石の写真が数
多く示され，今後の地質古生物学に多大な影響をもたらす素
材として，その潜在力の高さを垣間見ることができた．

一方，古生態や現生種を扱った研究内容は，少数派ながら
も，様々なスケールに焦点を当てた統合的なアプローチが見
られた（図4）．遺伝子，殻タンパク，生理，組織，形態など
の各データを統合し，各階層を跨ぐような総合的な議論が展
開されている研究もあった．今後，腕足動物から抽出できる
種々のデータを関連付け，進化や多様性の総合的な理解を目
指す動向が注目される．

現生種を扱う生物学的研究の深化は，化石種を扱う研究者
に「分野の棲み分け」の意識を強めてしまっているのかもし
れない．やむを得ないことであるにしても，化石種を扱う多
くの研究者は，腕足動物の生物学的側面を理解しようとする
気概を欠いているように感じられた．一方，化石種の研究者
は，腕足動物の多様性変動パターンと他の分類群，あるいは
環境との関係性について強い興味を示す傾向にあった．例え
ば，古生代初期の研究では，足立奈津子氏や江﨑洋一氏の研
究成果が引用され，礁の変遷と腕足動物の多様性との関係に
ついて論じられており，腕足動物の外に説明の根拠を求める
研究が多かった．

また，特に顕著な動向としては，多くの研究者の発表で地
球化学的手法による同位体のデータが示されていたことであ
ろう．地球化学的手法は，化石種や現生種に関係なく客観的
に評価できる強力なツールとされている．しかし，今回の会
議では，古生代の古環境復元に直接結びつけるよりも，続成
判定法の改良・開発の研究，ならびに現生腕足動物を用いた
古環境指標の研究がPlenary sessionやkey noteとして取り上
げられていた．腕足動物化石の化学組成を用いた古環境研究
は，半世紀以上が経った今でも過渡期にあると感じられた．
例えば，腕足動物化石の酸素同位体比から見積もられた古生
代赤道域の海水温データとして，未だに45℃を超える値が使
われる例が多い点は早急に解決すべきである．一方，近年の
地球化学的手法の発展は著しい．本会のホットトピックとし
て取り上げられた凝集同位体（clumped isotope）はその1つ
であり，新たな局面を開く突破口となるのではないかと今後
の研究に大きな期待が寄せられていた．

会期後の26日からは，1）デボン紀から石炭紀の層序と腕
足動物（桂林市近傍），2）カンブリア紀の腕足動物とチェン
ジアン生物群（昆明市），3）オルドビス紀からペルム紀の腕
足動物（浙江省，江西省）の3つのポストエクスカーション
が企画された．著者らはどうしても都合がつかず，参加でき
なかったのが残念であった．

南京地質古生物研究所
ところで本会議の開催場所は東南大学であるが，主催は大

学のすぐそばにある南京地質古生物研究所である．せっかく
の機会なので，椎野は研究所に所属する博士課程の学生にお
願いして施設を案内してもらった．南京地質古生物研究所は，
1951年に前身の中国地質調査所と地質研究所の古生物実験室
が分離・統合して設立され，現在では層位古生物学に特化し
た中国唯一の研究機関である．2001年には，国家重点実験室
の一つとなり，地質や化石標本を題材に，地の利を生かした

図3．中山陵へと続く墓道．392段の階段を登りながら陵墓そっち
のけで議論にふける高柳（写真右）．

図4．初めての口頭発表で若干緊張気味の椎野．日本からの参加者
は少数であったが，存在感を程よく示そうと努力した．
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組織的かつ勢力的な研究が進められている．
まず驚いたのは，敷地に入る門をくぐって真正面にそびえ

立つ，ガラス張りの大きな博物館だ．中には竜脚類の全身骨
格標本が覗き見え，ただの研究所とは思えないほど多くの観
光客でにぎわっていた．モダンな博物館の脇を抜け，敷地の
奥へと進むと，そこには瓦屋根を備えた古風な研究棟が並ん
でいた．層位古生物関係の建物に加え，地理や資源研究など
地質学に関わる研究分野がそれぞれ個別の建物となっていた．
さらに，大型機器を管理するための建物，古生物標本を収蔵
する建物，それほど立派ではないが学生の居室として利用さ
れる建物など，わりと広い敷地に多数の施設を保有している．
地質古生物学分野のみでこれほど壮大な規模の研究所を構成
していることに驚愕してしまった．

これに比類できる規模の研究機関は，日本でも実現可能だ
ろうか？中国の場合，「モノとその産地を持つ者の強み」に
よって実現できたことは明らかだ．一方の日本は，どちらの
資源も乏しい環境にある．したがって，同じような戦略で古
生物研究の大規模な基盤を生み出すことは難しいだろう．流
行のトピックやプロジェクトといった「水物」に依存せず，
何か別の方策で研究分野の基盤を強化するにはどうすれば良
いのだろうか．南京地質古生物研究所への訪問は，日本の古
生物学分野における特色とは何なのか改めて自問するきっか
けとなった．

第8回会議招致プレゼンテーション 
本会議の終幕では，次回会議の開催場所について話し合い

の場が持たれた．前日までにイタリアとドイツの2か国が立
候補していたようで，両国の代表者が招致プレゼンテーショ
ンを行った．投票の結果，次回はイタリア・ミラノに決定し
た．代表者として音頭を取るLucia Angiolini氏によれば，イ
タリア国内だけでなく，スペイン，イギリスでのポストエク
スカーションも予定しているそうだ．

イタリア・ミラノでの開催決定に際し，Angiolini氏からは
会議の開催間隔の短縮が提案され，承認された．これまでの
国際腕足動物会議は5年ごとの開催であった．しかし，多く
の研究者は5年のうちに複数の研究テーマをこなしており，そ
の中のごく一部を国際会議で発表しているに過ぎない．それ
以外の研究が国際会議の場で公表されずに日の目をみないの
はもったいないというのがAngiolini氏の提案の趣旨であった．
研究成果の早期公表は，研究分野に関わらず共通の課題であ
る．そのような経緯から，会場にいたすべての研究者が，5
年間隔は長すぎると判断したようだ．次回は「3年後」の2018
年に開催される予定である．

高齢化問題
次回開催に関して，国際古生物学会（IPA）の元会長でも

あるDavid A.T. Harper氏からは腕足動物研究における「若手
問題」について提言があった．近年，どの研究分野も，新規
のポストが削減される傾向にあり，結果として多くの分野が

「高齢化」を迎えている．国際腕足動物会議もこの例にもれ
ず，若手の発表数が減少傾向にあるらしい．Harper氏のコメ
ントは，次回開催国が若手向けの助成金を工面するなど若手
誘致の方策を練って欲しいという提言であった．

確かに，若手育成の意識は会議中に多々感じることができ
た．5年前の第6回会議とは違い，発表中の質疑応答は穏やか
で，経験に乏しい若手演者が炎上する場面に出くわすことは
なかった．その代わりに，各セッションの合間に設けられた
コーヒーブレークの時間や，ほぼすべての参加者が宿泊する
ホテルでの食事の時に，多くの若手が著名な研究者と議論を
交わしている光景を目にすることができた（図5）．参加者全
員で若手研究者を後押ししようという雰囲気が感じられた．

おわりに
今回の国際腕足動物会議は，腕足動物の研究史や今後の課

題を復習する良い機会であった．腕足動物研究の黎明期には，
未記載種の分類学的研究や新しい産地の報告など地域密着型
の研究が盛んであったのだろう．その流れは今も健在である．
ところが研究の進展による細分化の波が押し寄せ，化石と現
生の研究が乖離して両者の間に深い溝ができてしまった．化
石種と現生種を有機的に繋げようとする研究はごく少数であ
るように感じられる．著者らにとって，化石屋がもう少し現
生腕足動物の研究へと歩み寄れないものか，と感じずにはい
られなかった．あるいは，この部分を補うような研究スタイ
ルこそが，次の世代に求められる一つの方向性なのかもしれ
ない．今後，腕足動物に関する研究の発展だけでなく，多様
な研究テーマが共存できるような学問的素地が培われてゆく
ことも併せて期待したい．

最後に，会議の運営を行ったオーガナイザーを始め，関係
者および参加者の皆様に厚く御礼を申し上げます（図6）．

椎野勇太（新潟大学教育研究院自然科学系）
高柳栄子（東北大学大学院理学研究科地学専攻）
磯和幸延（東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻）
遠藤一佳（東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻）

図6．会議参加者の集合写真．

図5．ポスター発表の会場で議論にふける磯和．
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日時：2015年6月25日（木）　9:30〜12:50
場所：産業技術総合研究所・中央第七事業所・7-3A棟国際セ

ミナー室
出席：大路会長，遠藤，平山，入月，井龍，北村，小林，甲

能，近藤，前田，間嶋，真鍋，松岡，中島，奈良，西，
佐々木，佐藤，冨田，生形，原田（事務局）

欠席：天野（→間嶋），安藤（→平山），加瀬（→中島），北里
（→西），矢島（→遠藤）

書記：土屋，藤原

報告事項
常務委員会報告（北村）

庶務（北村）
1．慶應義塾大学出版会から植村和彦，1993，化石，54，24‒34．

図3.13の転載許可申請（予定転載先：『地球温暖化シミュ
レーション―地質時代の炭素循環―』柏木洋彦・鹿園直建
著）があり，これを許可した．

2．ドゥ アンド ドゥ プランニング（有）からSato et al., 2010, 
Paleontological Research vol. 14, no. 3, 179‒195, Figure 1の
転載許可申請（予定転載先：生物ミステリーPROシリーズ

『三畳紀の生物』土屋　健著）があり，これを許可した．
3．豊橋市自然史博物館からの要請を受け，豊橋市長佐原光

一氏に日本古生物学会第164回例会懇親会の招待状を送付
した．

4 ． 東 京 書 籍 株 式 会 社 か ら Yamada and Uemura, 2008, 
Paleontological Research, vol. 12, no. 1, p. 5, Figure 3-Fの
転載許可申請（予定転載先：平成29年度用の高校理科の教
科書「地学基礎」）があり，これを許可した．

5．群馬県立自然史博物館館長から企画展「恐竜時代の海の
支配者」の後援依頼があり，これを承認した．

6．国際化石藻類学会会長から第11回国際化石藻類シンポジ
ウム後援依頼があり，これを承認した．

7．加瀬友喜君から田中源吾，2012，化石91号，p. 25，図9
の転載許可（予定転載先：国立科学博物館・NHK共催特別
展「生命大躍進展」の図録に掲載するエッセイ「田中源吾
著：カンブリア紀に興った眼の爆発的進化」）があり，これ
を許可した．

8．一般社団法人学術著作権協会と電子的複製権の管理委託
に関する覚書を締結した．

9．新潟大学学術情報基盤機構旭町学術資料展示館から企画
展示「殻がつくる世界」への後援依頼があり，これを承認
した．

10．Universidad de Oviedo, SpainのAlvarez氏から，Mackinnon 
D. I., Saito, M. and Endo, K., 1997. Palaeontological Research, 
vol. 1, no. 3, p. 227, Figure 2の転載許可願（予定転載先：
Honorario, The distr ibution of Recent art iculated 
brachiopods）があり，これを許可した．

11．国立遺伝学研究所ABS学術対策チームから「名古屋議定
書実施に向けた意見交換会」を2015年6月25日に開催する
連絡があり，学会HPに掲載した．

12．JpGU環境災害対応委員会から2015 JpGUで開催する「ネ
パール地震の緊急セッション」への本学会の協賛について

問い合わせがあり，協賛に加わることとした．
13．会員歴50年以上の木村敏雄君と小野寺信吾君に感謝状を

送った．
14．日本古生物学会論文賞の賞状のレイアウトの選定依頼を

評議員MLに配信し，決定した．
15．地学オリンピック日本委員会から依頼のあった「2016年

国際地学オリンピック」への協賛を承諾した．
16．日本地質学会から「日本地質学会第122年学術大会（長

野大会）巡検協賛」の依頼があり，これを承諾した．
17．日本学術振興会から通知のあった「日本学術振興会賞受

賞候補者の推薦について」と「日本学術振興会育志賞候補
者の推薦について」を評議員に回覧したが，推薦はなかっ
た．

18．2015・2016年度評議員選挙の被選挙人名簿を確定し，日
程（2015年3月18日投票用紙郵送，5月8日締め切り，5月
10日開票）を評議員に配信した．

19．2015・2016年度評議員選挙の開票を5月10日10:30～
17:00に静岡大学で行い，25名の当選者が確定した．2015
年5月8日（金）までに返信された投票用紙345枚．うち，無
効票は2枚．全ての〇の数6,267個．当選者は以下の通り

（アルファベット順）．天野和孝君，安藤寿男君，遠藤一佳
君，平山　廉君，入月俊明君，井龍康文君，Jenkins, Robert 
G.君，加瀬友喜君，北村晃寿君，小林快次君，近藤康生君，
甲能直樹君，前田晴良君，間嶋隆一君，真鍋　真君，松岡　
篤君，中島　礼君，奈良正和君，西　弘嗣君，大路樹生君，
佐々木猛智君，佐藤たまき君，重田康成君，生形貴男君，
矢部　淳君．選挙立会人は普通会員池田昌之君．

20．2013・2014年度学術賞の英文名の確認を名古屋大学の
Wallis, Simon氏に依頼した．

渉外・電子ジャーナル（真鍋）
1．電子化から漏れていたPR10巻4号のJ-Stageへのアップ

ロードが完了した．
2．電子ジャーナル購読費の高騰が研究機関の図書購入費を

圧迫している現状，および研究論文をオープンアクセス化
することを大学が主導するような可能性があることを報告
した．

会計（佐藤）
1．事務局で使用しているプリンターの不具合に伴う応急処

置として，日本動物学会と共同利用でリースのプリンター
を利用することとした（月額1,000円）．また，併せてシュ
レッダーもリースを利用することとした（月額500円）．

2．会計監査を2015年6月23日に行った．
企画・広報（中島）
1．学会HPのリニューアルについて，5月25日に外注先のマ

イロプス社とCMS（contents management system）の進め
方を打ち合わせた．CMS化の見積もりは475,200円（税込）
である．CMS化を進め，年内には学会HPをリニューアル
公開する方針とした．なお，CMSの管理維持費（月約3万
円）は外注しない．

欧文誌（井龍・生形）
1．掲載後1年以上経過したPR論文PDFを著者がソーシャル

ネットワークサービスで共有することについて，現段階で
は認めないこととした．

会員の入退会報告および会費割引制度申請の審査報告（西）
1．前回の評議員会（2015年1月29日）以降，入会16名（森

谷和浩君，中満隆博君，山本大輔君，岡西正典君，前川　匠
君，森田直樹君，吉村太郎君，安田慎朗君，加藤悠爾君，
相田祐介君，田尻理恵君，富谷　進君，榊山　匠君，根之
木久美子君，黒木健太郎君，上村真優子君），退会20名（谷
脇天司君，足立富男君，佐伯健太郎君，神戸信和君，小野
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寺信吾君，木村敏雄君，本川雅治君，生路幸生君，工藤直
樹君，浦本豪一郎君，村田崇行君，小布施明子君，鶴田　卓
君，瀬戸口怜子君，畠田健太郎君，石橋正嗣君，山田健太
郎君，横山雄樹君，松田周大君），逝去1名（福田　理君）
があった．除名32名．2015年6月27日現在の会員数は，
1,007名（前回評議員会から6名減）．

2．前回の評議員会（2015年1月29日）以降，シニア割引2
名（菊池　均君，傍島武師君），学生割引17名（竹田裕介
君，神保幸則君，西松弘喜君，宮東　照君，香取祥人君，
高月崇成君，松井久美子君，酒井佑輔君，三塚俊輔君，高
津翔平君，松井浩紀君，相場大佑君，浦野雪峰君，村岡英
樹君，加藤悠爾君，吉村太郎君，榊山　匠君）を承認した．

行事報告（佐々木）
1．第164回例会

豊橋市自然史博物館　平成27年1月30日（金）～2月1日（日）
例会参加者：336名（一般会員・非会員229名，学生会員
33名，友の会会員6名，高校生35名，シンポジウム招待者
2名，報道関係者1名，スタッフ30名）
懇親会参加者：131名（一般会員・非会員98名，学生会員
33名）

2．今後の行事予定
（1）2015年年会　産業技術総合研究所地質調査総合セン

ター・国立科学博物館・筑波大学（共催）
日程：2015年6月26日（金）～28日（日）
6月26日（金）　午後　シンポジウム，総会，懇親会，会
場：産総研共用講堂
6月27日（土）　午前　特別講演，会長講演
午後　一般講演，ポスター講演，高校生ポスター，夜間
小集会　会場：産総研共用講堂
6月28日（日）　午前　一般講演　会場：産総研共用講堂　
午後　友の会イベント，公開講演会，収蔵庫見学　会場：
科博

（2）第165回例会　京都大学
2016年1月29日（金）〜31日（日）
1月29日（金）　シンポジウム，懇親会
1月30日（土）　一般講演，ポスター発表，高校生ポスター
発表，夜間小集会
1月31日（日）　一般講演，普及講演会
講演申込締切　2015年11月26日（木）

（3）2016年年会・総会　福井県（検討中）
日程の候補：2016年6月24日（金）〜26日（日）
会場：福井県立大学
福井県立大学・福井県立恐竜博物館（共催）
シンポジウム案　タイトル：恐竜の誕生と成長（仮）

編集状況報告報告
欧文誌（井龍・生形）
1．Supplementを3月13日付けで出版した．総ページ数80p．

過去一年間発行分（18-3，18-4，19-1，19-2，19-Supplement）
は総ページ数で400ページを超えた．

2．19-2を4月1日付けで出版した．
3．19-3を校了し，7月1日出版予定．
4．6月22日現在のPR編集状況は，印刷中7編，受理10編，

決済待2件，修正中15件，査読中9件，受付6件，却下1件
（別紙）．現時点での最新の原稿番号は，「PR-R-15-0034」．
20-1の原稿はほぼ確保されている．19-4は6編の掲載を予
定しており，英文校正を依頼済みである．Vol. 19の年間の
総ページ数は350ページを超える見込み．

5．豊橋例会で夜間小集会「学位論文に関する機関リポジト
リー問題」を開いた．

6．2014年のインパクトファクターは0.473だった．
化石（前田）
1．「化石」98号の編集・印刷に入っている．論説2編，解説

1編，表紙1編，口絵1編，追悼文1編，書評1編，開催報
告2編，参加報告2編を入稿済み，友の会記事1編，記事1
編を依頼済みである．

特別号（井龍）
1．Supplement及び特別号への投稿および投稿費用の著者負

担額について問い合わせがあった．PR Supplementの投稿
者の要件について，出版・編集規定と投稿規定にはないが，
PRと同一であることを第11回常務委員会で確認し，過去
のSupplementの出版費用の著者負担額に関しては情報公開
しないことで現在対応中である．

連合・学術会議報告
地球惑星科学連合報告（西）
1．2015年5月24日～28日に地球惑星連合大会が開催され 

た．古生物学関連セッションは地球生命史，化学合成生態
系の進化，地球ゲノム，遠洋域の進化，古気候・古海洋変
動，Biocalcification and proxiesの6件であった．

2．2016年，2017年はAGU（American Geophysical Union）
との合同開催が予定されている．但し，2016年はセッショ
ンの合同開催のみ．

3．本年度は代議員選挙があり，理事等の改選も行われる．
4．科学研究費の分科細目の変更など，重要な案件が連合を

中心に進行中である．
日本学術会議報告（大路）
1．第23期日本学術会議（2014年10月～2017年9月：3年間）

が始まった．学問の健全な発展，超分野的活性化，国際化
の強化などを主要なテーマとしている．日本学術会議に参
加する連係会員は以下の通り：大路樹生会長*，堀　利栄
君，北里　洋君*，真鍋　真君*，西　弘嗣君*，西田治文君*，
平　朝彦君（*IPA小委員会委員も兼ねる）．なお，上記以
外に，IPA小委員会には，遠藤一佳君，江崎洋一君，生形
貴男君が加わっている．

2．自然史・古生物学分科会のテーマは以下の通り．（1）自然
史標本・資料の継承力の強化方法を検討する．（2）自然史
科学の大学教育，自然史系の博物館教育における欠かせな
い内容について，大学博物館協議会，自然史学会連合など
と連携して，参照基準作成を行っていく方策を検討する．

（3）古生物学，自然史科学に関する大型研究計画の立案を
検討する．（4）博物館法の部分改訂について，古生物学，自
然史科学に関する条文への対応を検討する．（5）地球惑星
科学分野における古生物科学の発展を検討する．

3．地球惑星科学委員会の社会貢献分科会，地球惑星科学人
材育成分科会，地球・惑星圏分科会が7月に開かれる予定
である．

4．自然史標本の文化財化分科会において，国立自然史博物
館の設立構想が進められている．これに関連して，2014年
12月6日に沖縄で「沖縄に国立自然史博物館を！～ちゅら
島の豊かな自然を未来につなぐ～」，2015年6月4日に福島
で「国立自然史博物館をふくしまに！」がそれぞれ開催さ
れた．

自然史学会連合（大路）
1．2014年9月8日に運営委員会を開催した．
2．2014年11月23日にミュージアムパーク茨城自然博物館に

おいて平成26年度自然史学会連合講演会「自然史まつりin
いばらき　第一線の研究者が語る進化の謎」が開かれた．

3．自然史学会連合編集，子供の科学特別編集の書籍「理科
好きな子に育つふしぎのお話365」（誠文堂新光社）が出版
された（2015年2月23日刊行）．
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4．次回の講演会が2015年11月22日に三重県立博物館で実施
される予定．

分類学会連合（佐々木）
1．2015年1月10～11日に第14回公開シンポジウム（国立科

学博物館上野本館講堂）が開かれた．シンポジウムは「国
立自然史博物館の設立を望む」と「分類学と応用科学の接
点―人間社会にとって必要不可欠な分類学」の2件．

2．2016年1月9日に国立科学博物館上野本館講堂において，
海外のフィールドワーク研究に関連した第5回公開シンポ
ジウムを開く予定．

3．国立自然史博物館新設ワーキンググループ，およびABS
問題対策委員会が設立された．

各種委員会報告
賞の委員会（大路）
1．2014年度学術賞，論文賞，貢献賞の各賞の推薦文と読み

上げ文の確認を行った．
IPC5招致委員会（遠藤）
1．IPC5開催地の投票の結果，パリに決定した．本結果を評

議員，招致委員，科学委員，国内外の協力機関・関係者に
報告した．

2．IPAから送られてきたIPC5招致の落選理由を評議員会に
回覧した．

将来計画委員会（中島）
1．学生，教員などを対象に古生物学の普及や若手会員への

研究サポートの可能性を議論することを目的として，中島　
礼委員長，大橋智之君，奥村よほ子君，川辺文久君，小林
快次君，佐藤たまき君，Jenkins, Robert G.君，髙桒祐司君，
野牧秀隆君，藤原慎一君の10名で活動し，3回の委員会を
開催した．

2．活動の成果は以下の通り．（1）企画・広報担当が進めてい
る学会HPのリニューアルをサポート．（2）学会HPからダ
ウンロードできる古生物学教育用素材をこれまでに13件作
成した．（3）化石友の会の運営とサポートを行ってきた．

被災博物館レスキュー委員会（真鍋）
1．学会の標本レスキューで確認された陸前高田市立博物館

所蔵標本を記載した論文がPaleontological Researchに掲載
された（Shen and Tazawa, 2014, PR 18‒4, 245‒249）．

その他
第12回学協会長会議（JpGU）（北村）
1．2015年5月27日に幕張メッセ国際会議場で開催され，2015

年4月9-11日に開催された23期日本学術会議から，各学協
会に対して，不適切なオーサーシップと2重投稿に関する
規定を設けたうえで公表することが求められた．

JpGU環境災害対応委員会（北村）
1．2015年5月28日に開催されるJpGU 2015年大会ユニオン

セッション「連合は環境・災害にどう向き合っていくの
か？」（幕張メッセ国際会議場）で，本学会からは斎藤靖二
君・大石雅之君が「自然史研究の意義―東日本大震災の標
本のレスキュー活動に関連して―」を講演し，講演者に旅
費・宿泊費・投稿料を学会から支給することとした．

第13回国際生痕ファブリックワークショップについて（奈良）
1．日本古生物学会が後援した13th International Ichnofabric 

Workshopが2015年5月14～21日に高知大学で開かれ，38
名の参加があった．

第15回INTERRADについて（松岡）
1．2015年3月22～26日にトルコ（アンタルヤ）で開催された

14th International Conference on Fossil and Recent Radiolarians
（INTERRAD）において，15th INTERRADを2017年10月
に日本（新潟）で開催することを決定した．これに関連し

て，つくば年会でランチョン「2017年 INTERRAD日本開
催に向けて」（2015年6月28日11:30～）を開く予定．

第16回国際棘皮動物会議について（大路）
1．2015年5月25～29日にメキシコ（Playa del Carmen）で

開催された第15回国際棘皮動物会議（15th International 
Echinoderm Conference）において，2018年に第16回大会
を日本（名古屋）で開催することが決定した．開催時期は
未定である．

審議事項
名誉会員の推戴

斎藤靖二君を名誉会員として推戴し，総会に諮ることとし
た．
特別会員候補者の推薦

石川牧子君，一田昌宏君，大河内直彦君，木村由莉君，黒
柳あずみ君，椎野勇太君，柴田正輝君，辻本　彰君，徳田悠
希君，西村智弘君，芳賀拓真君，林　昭次君，平沢達矢君，
安原盛明君の合計14名を特別会員候補に推薦した．会員資格
変更を受諾するかどうかを本人に確認する．
第165回例会シンポジウム案について

第165回例会では，2件のシンポジウム案・開催日時を承認
した．シンポジウム「白亜紀の層序学・古生物学の進展と環
境変動（世話人：安藤寿男君，長谷川　卓君，西　弘嗣君)」
は2016年1月29日（金）10:00～13:00に開催し，シンポジウ
ム「機能形態学から進化形態学へ（世話人：生形貴男君，大
野照文君」は同日14:00～17:00に開催する．
第165回例会開催補助金の申請について

開催実行委員会からの開催補助金の申請（605,424円：会
場費419,424円，アルバイト代176,000円，お茶代等10,000
円）について審議し，これを承認した．
2016年年会の開催地・日程の決定

2016年年会の開催地・日程を福井県立大学（共催：福井県
立大学･福井県立恐竜博物館）で2016年6月24日（金）〜26日

（日）に開催することとした．なお，シンポジウムは，単独の
国際シンポジウム「恐竜の誕生と成長」として開催し，海外
からも講演者を招聘予定である．
2014年度収支決算について

2014年度収支決算案を承認し，総会に付議することとした．
当期の収入は14,618,327円，支出は12,508,668円，当期の事
業活動収支差額は2,109,659円，次年度繰越金は6,831,283円
である．

『化石』電子版の公開様式変更について
従来，出版後1年未満は会員限定非公開としていたが，ファ

イルストレージの仕様変更によってパスワードがかけられな
くなったため，現在はすべてのコンテンツがオープンになっ
ている．今後は1年間の留め置き期間を廃止し，このまま全
コンテンツの無償公開を継続することとした．
学位論文機関リポジトリー問題への対応について

学位論文機関リポジトリー問題の対応について，以下の方
針を承認した．

（1）機関リポジトリーで全文公開された学位論文が投稿され
てきた場合の対応：二重公表の例外として受け付ける旨を

“A Guide for Preparing Manuscripts”に明記する．古生物
学会の各出版物の編集委員会が受け付けられる著作物の範
囲について，包括的な定義を規則等に明記することは現時
点では見合わせる．

（2）学会出版物で印刷された学位論文の機関リポジトリーで
の公開の許諾申請への対応：本会のポリシーとして，従来
は印刷版限定で機関リポジトリーでの公開を認めてきたが，
学位論文をその原則の例外とする．
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（3）学位論文機関リポジトリー問題の会員への啓発：会員に
対して，以下の点についてHP等で啓発する．i）学位論文
の機関リポジトリーでの公開はその著作権の機関への委譲
を伴わない．ii）未公表の内容を含む学位論文を提出する
際には，機関リポジトリーでの公開時期を学術誌等での出
版後とするオプションを選択するのが無難である．

PR完全オープンアクセス化について
PRのオープンアクセス化について審議し，オープンアクセ

スを目指すという基本方針を承認した．著者負担額などの詳
細については次期評議員会に申し送り，常務委員会で検討し
たうえで，京都例会以降の評議員会で継続審議することとし
た．
二重投稿および不適切なオーサーシップの定義について

二重投稿および不適切なオーサーシップの定義について検
討を開始することを認め，次期評議員会に申し送ることとし
た．
シニア向け会員サービスについて

シニア会員向けの会費一括払いサービスの導入などについ
て検討の開始を承認した．
事務局職員の退職金・社会保険料について

事務局職員の退職金・社会保険料について，以下の内容を
承認した．

•社会保険料（健康保険料・厚生年金・労働保険料の学会
負担分が月額17,000円程度）の負担が必要となった場合
は学会で負担する．

•勤務開始時から毎年6万円（毎月5,000円）を積み立て，
退職時に一時金として支払う．なお，積み立てる金額は，
数年おきに見直す．

地質学会における国際シンポジウムの共催について
2015年9月12日に開催される日本地質学会（信州大学工学

部）における国際シンポジウム「東アジアのテクトニクスと
古地理：Early Tectonics and Paleogeography of East Asia」の
日本古生物学会との共催の依頼があり，これを認めた．
次期評議員会への申し送り事項
1）学会誌のオープンアクセス化に向けて詳細を検討する，2）
将来的な国際古生物学会議の招致など，日本の古生物学の振
興へむけた方策についての検討を行う，3）二重投稿および
不適切なオーサーシップの定義について，4）シニア会員向
けの会費一括払いサービスの導入に向けての検討を進める．

日時：2015年6月25日（木）　13:30〜17:15
場所：産業技術総合研究所・国際セミナー室
出席：遠藤，平山，入月，井龍，Jenkins, Robert G.，北村，

小林，甲能，近藤，前田，間嶋，真鍋，松岡，中島，
奈良，西，大路，佐々木，佐藤，重田，生形，矢部

欠席：天野（→間嶋），安藤（→平山），加瀬(→中島)
書記：土屋，藤原
事務局：原田

審議事項
会長選挙

選挙の結果，新会長に前田晴良君が選出された．
前評議員会からの申し送り事項の確認

前期評議員会からの申し送り事項を下記の通り確認した．

1）PRのオープンアクセスの実施案を刊行物委員会・常務委
員会で作成することとした．2）国際古生物学会議の招致な
ど，日本の古生物学の振興へむけた方策についての検討を行
う．3）二重投稿および不適切なオーサーシップの定義につ
いて検討する．4）シニア会員向けの会費一括払いサービス
の導入に向けての検討を進める．
常務委員の選出

選挙の結果，10名の常務委員を選出した（敬称略）：遠藤，
井龍，北村，真鍋，中島，西，佐々木，佐藤，重田，生形．
2015・2016年度第1回常務委員会を開催し，次の通り各係を
決定した．庶務：中島．国際交流：佐々木．会計：西．行事：
遠藤．会員：北村．渉外：真鍋．企画・広報：Jenkins（会長
指名）．欧文誌：生形・重田．特別号：井龍．「化石」：佐藤．
電子ジャーナル：真鍋．友の会：佐々木．学会図書：北村．
自然史学会連合：佐々木．地球惑星科学連合：西．分類学会
連合：佐々木．
常務委員の追加

日本古生物学会会則・第15条にもとづき，特別会員Jenkins, 
Robert G.君を常務委員（企画・広報を担当）に任ずることを
承認した．
会計監査の選出

上松佐知子君に依頼することとした．
将来計画委員の選出

将来計画委員は会長を委員長とし，前期の委員を中心にメ
ンバーの選出を会長に一任した．
被災博物館レスキュー委員の選出

真鍋君を引き続き被災博物館レスキュー委員長とすること
を決め，委員は前期から引き継ぐこととした．
賞の委員の半数改選

鈴木紀毅君，甲能直樹君の2名を選出した．非改選の2名
は，重田康成君（幹事），高井正成君である．
ポスター賞選考委員の選出

真鍋　真君（委員長），天野和孝君，井龍康文君，間嶋隆一
君，重田康成君の5名を選出した．
2015年度事業計画・予算案

2015年度事業計画案および予算案を承認し，総会に付議す
ることとした．2015年度事業計画案および予算案を承認し，
総会に付議することとした．2014年度繰越収支差額6,831,283
円に対し，2015年度予算案の収入を13,480,000円，支出を
20,311,283円とした．
総会議事の確認

総会の議事次第を確認した．
第2回評議委員会

2016年1月28日（木）　13:30〜

2015年度総会
2015年6月26日（金），産業技術総合研究所で開催された．

出席126名，委任状16名の合計142名が参加．議事次第は以
下の通り．
1．開会
2．会務報告

•2014年度会員動向：入会23名，退会28名（うち逝去3
名），除名32名，2015年6月27日現在1,007名．

•行事関連：2014年年会・総会（九州大学）と第164回例
会（豊橋市自然史博物館）の報告，次回第165回例会（京
都大学）の予定．

•学会誌：PR・「化石」誌の発行，PRインパクトファク
ター．

•2018年のIPC5（5th International Paleontological Congress）
は，パリで開催が決定．

日本古生物学会（2015・2016年度）
第1回定例評議員会議事録
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•評議員選挙結果，新年度会長・常務委員
•「化石」の記事「別刷についてのお知らせと料金計算につ

いて」の記載内容の変更
•学位論文機関レポジトリ問題への対応について
•将来計画委員会報告：古生物学の教育用素材の作成，学

会HPのリニューアル，化石友の会の運営とサポート
3．地球惑星科学連合，日本学術会議，自然史学会連合報告
4．名誉会員の推戴：斎藤靖二君
5．学術賞・論文賞・貢献賞の授与

学術賞：小松俊文君，須藤　斎君
論文賞：北村晃寿，小林小夏，玉置周子，山本なぎさ，入

野智久，宮入陽介，横山祐典君
論文賞：Julien Legrand，Denise Pons，寺田和雄，矢部　淳，

西田治文君
論文賞：村上瑞季，嶋田智恵子，疋田吉識，平野弘道君
貢献賞：中馬洪治氏

6．会長退任の挨拶
7．2014年度決算報告
8．2015年度事業計画および予算案
9．閉会

2014年度日本古生物学会学術賞
小松俊文君：中生代軟体動物群の古生態学的研究

小松俊文君は，堆積相解析の手腕を活かした詳細なフィー
ルドワークをもとに，中生代の化石軟体動物群の研究で優れ
た成果を挙げてきた．

まず小松君は，白亜系・物部川層群相当層や御所浦層群の
詳細なフィールド調査を行い，層序，堆積相，および化石の
保存・産状のデータに基づいて，さまざまな二枚貝化石群の
生息環境や古生態の復元を行った．その中でも，層序的に連
続して産出する初期マルスダレガイ科のゴショライア属3種
に着目し，その分類・記載に加え，殻の内面に残された套線
湾入の発達様式を明らかにしたことは特筆される．これは，
白亜紀以降，大繁栄を遂げるマルスダレガイ科が，どのよう
に水管を発達させたのかを解明する上で，重要な知見を提供
したものと言える．

西南日本の中生界層序と化石群の研究は，小松君の研究の
出発点であると同時にライフワークのひとつである．現在も
共同研究者とともに九州各地の白亜系で，長期的な視点に立っ
た調査を継続している．例えば姫浦層群では，放散虫や有孔
虫などの微化石と軟体動物化石を用いて層序を再検討すると
ともに，堆積環境や二枚貝化石群の古生態の復元を進めてい
る．また，これまであまり注目されなかった姫浦層群の非海
成層を集中調査した結果，恐竜を含む脊椎動物化石が甑島列
島から多産するのを明らかにしたことは記憶に新しい．

一方，小松君は国内外各地にフィールドを広げて化石軟体
動物群の研究を進めた．手取層群からは，共同研究者ととも
に初期マガキ類による自生カキ礁の存在を報告した．また中
国産を含む淡水棲のトリゴニオイデス類の分類・記載および
古生態について研究を重ね，その成果を国際誌に公表してい
る．特に中国では，南京地質古生物学研究所に籍をおき，中
国南部の各地を丹念に調査した．このとき，上部中生界に加
え，三畳系の堆積環境の復元や二枚貝化石群にも焦点を当て
て研究を行ったことが，次に述べる三畳系の研究への展開に

つながった．
小松君の功績として，ベトナム北部の中・古生界の研究に

先鞭をつけたことにも触れなければならない．中国南部の中・
古生界は，いくつものGSSPが置かれるなど国際的に注目を
集めているが，その南方延長にあたるベトナムの中・古生界
層序については，これまでほとんど知られていなかった．小
松君は，ベトナムのデータの重要性にいち早く気付き，独力
で現地の研究機関や研究者との国際共同研究を立ち上げた．
そして2005年以降，北部ベトナムの山岳地帯で下部〜中部三
畳系の層序や堆積環境を調査し，二枚貝化石群についての研
究に取り組んでいる．とりわけ，P/T境界における大量絶滅
後の二枚貝類の回復過程に着目した結果，1）表生の二枚貝
類に比べて，内生の二枚貝類の回復が著しく遅れていること，
2）二枚貝の回復期にレクライナー型の生活様式を取る複数
のグループや“殻が著しくねじれた二枚貝類”が出現してい
ることを明らかにした．これらの成果は，三畳紀中期に二枚
貝の種数の増加や生活様式の多様化が生じたことを示してお
り，国際的に注目されている．また，南中国ブロックに広が
る前期三畳紀のナンパンジャン海盆南西域の堆積環境を総合
的に復元し，珪砕屑性堆積物の供給源や潮汐卓越型の炭酸塩
プラットフォームの分布についても新しい仮説を提示してい
る．現在，小松君によるベトナム地域の研究は，対象をカン
ブリア系，デボン系−石炭系，上部三畳系，白亜系に広げて
継続中であり，今後の研究成果が期待される．

以上のように，小松君は詳細なフィールドワークを出発点
として研究を積み重ねてきた．そのフィールド観察眼の確か
さは，各種国際学会が開催されるたびに巡検リーダーを依頼
されていることからも裏づけられる．

日本古生物学会は，ここに小松俊文君の努力と成果を高く
評価し，学術賞を贈って今後の一層の発展を期待する．

須藤　斎君：珪藻休眠胞子に関する微古生物学的研究
須藤　斎君は，それまで研究が行われていなかった珪藻の

仲間であるキートケロス（Chaetoceros）属の休眠胞子化石に
着目し，それらの分類と記載を積極的に行った．これまで100
種近い新種を記載すると共に，珪藻生層序を用いて堆積年代
を決定したうえで休眠胞子化石の産出記録を検討した．その
結果，北太平洋，北部・赤道大西洋海域の新生代の海洋環境
の変遷を明らかにすることに成功した．さらに須藤君はアラ
スカ湾や南極海域で珪藻キートケロス属の休眠胞子，珪藻化
石を用いた分析を進めつつある．

須藤君の研究は，福島県常磐地域の貝化石と地質学的研究
から始まり，大学院では埼玉県比企丘陵の中部中新統の珪藻
化石の分析等を行った．この研究では珪藻化石の化石帯を詳
細に検討することにより，従来のフィッショントラックによ
る推定年代と大きく異なる結果を得ることができ，層序年代
を改訂することに成功している．また新潟県中部の上部中新
統から下部鮮新統の珪藻に基づく対比や年代層序の決定，群
馬県鮎川セクションや常磐地域の上部新生界，瑞浪層群上部
層等の地層に対して珪藻化石層序の検討を行い，時代論を大
きく進めるのに貢献した．銚子に分布する中新統の研究では，
この地域に時代の異なる2つの地層が時間間隙を置いて存在
することを初めて明らかにした．

また須藤君は，DSDP，ODP，IODPで採取されたコアの分
析から，新種の珪藻を多く提唱すると共に，その種構成の変
化から海洋環境の変遷を議論した論文を多数発表している．
中でも2004年に発表した珪藻休眠胞子クサンシオピクシス

（Xanthiopyxis）属の種分類と層序分布に関する論文では，北
西太平洋とノルウェー近海の深海コア，カリフォルニアの陸
上セクションなどからの試料の分析を行い，11種を認識し，
その中で7新種を記載した．この詳細な分類学・生層序学的

各賞贈呈文および受賞ポスター
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研究に対し，須藤君は日本古生物学会論文賞を受賞している．
須藤君の業績で特筆すべきはキートケロス属の休眠胞子に

よる分類を成功させ，多数の形態種を初めて識別，提唱記載
したことであろう．従来休眠胞子の形態は複数のタクサで非
常に類似し，識別は困難とされてきた．しかし須藤君は両殻
が合わさった状態の休眠胞子を多数観察することにより，そ
れぞれの種の特徴を見出すのに成功し，単殻の場合でもこの
種の認識が可能であることを示した．さらにこの休眠胞子が
湧昇流の存在や海洋栄養塩変動と密接に関係することから，
古環境復元に有力な武器と成りうることを見出した．

須藤君はこれまで得られた結果を踏まえて，海洋環境のみ
ならず氷河の消長などの後背地の環境変動との関連や，一次
生産者としての珪藻がクジラなどの高次消費者の進化にも密
接な影響を与えた可能性に関する古生態学的な検討も行って
いる．また，児童・一般向けの書籍の出版や学会・一般普及
活動などによって，これらの成果を積極的に社会に還元しよ
うとしている点も評価に値する．

以上のように，須藤君は正確で詳細な観察眼を持って海洋
コアデータから従来以上の精度でデータを抽出し，複数の海
域でより高い精度で海洋環境の変遷を明らかにしてきた．さ
らにこれらの成果を社会に発信することも活発に行っている．
このように基本的な一次データの分析から多くの事象との関
連を議論・発信することに成功したことは注目に値する．

日本古生物学会は，ここに須藤　斎君の努力と成果を高く
評価し，学術賞を贈って今後の一層の発展を期待する．

2014年度日本古生物学会論文賞
北村晃寿君，小林小夏君，玉置周子君，山本なぎさ君，入野
智久君，宮入陽介君，横山祐典君：Evidence of recent 
warming in the Okinawa region, subtropical northwestern 
Pacific, from an oxygen isotope record of a cave-
dwelling marine micro-bivalve. Paleontological Research, 
vol. 17, no. 1, p. 47–57. (2013)（海底洞窟にすむ微小二枚
貝の酸素同位体記録に基づく沖縄海域の現在の温暖化）

人間活動による気候の改変が大きな社会問題化しつつある．
地球規模の気候変動メカニズムを解明し，地球の将来像を正
確に予測することは地球科学の最重要課題の一つである．し
かし，十数年〜数十年スケールの気候変動や地球温暖化など
に関する知見は乏しく，将来像を描き出すことが可能には至っ
ていない．この原因の一つとして，地球規模の気候変動に大
きな影響を及ぼす海域である低緯度域において，長期に渡る
データが乏しいことが挙げられる．衛星観測や測器などを用
いた海洋の連続データは1950年以降に限られており，それ以
前の記録は気温・日射量・海水温・塩分などの間接指標記録
に依存している．

このような状況を踏まえ，本論文では，沖縄県伊江島沖の
海底洞窟「大洞窟」より採取した微小二枚貝イエジマケシザ
ルガイ（Carditella iejimensis）の酸素同位体組成を用いて，過
去7,000年間にわたる沖縄本島周辺の海洋表層の年平均水温
変化が詳細に編まれた．著者らは，まずイエジマケシザルガ
イの生貝の酸素同位体組成と大洞窟の水温とを直接対比し，
同殻の酸素同位体組成が大洞窟の水温ならびに海水の酸素同
位体組成の変化をよく反映していることを明らかにした．そ
して，それらの結果を踏まえて微小二枚貝の酸素同位体組成
から古水温計を復元する式を導出し，それを同種の化石に応
用した．堆積物に含まれるイエジマケシザルガイの化石の年
代は，放射性炭素年代測定から求められた堆積速度から推定
された．このようにして算出された表層海水温は，生貝より
見積もられた海水温が過去7,000年間の中でも特に高い値を
示すことが明らかとなり，近年の沖縄本島周辺が例外的に温

暖な状況にあることが示された．以上より，本論文は，1）困
難を極める海底洞窟の調査を長年にわたって実施し，従来得
られなかった貴重な環境データならびに試料を取得した点，
2）厳密な比較検討により，海底洞窟に生息するイエジマケ
シザルガイの酸素同位体組成が古水温復元に有用であること
を示した点，3）イエジマケシザルガイの多数の分析結果か
ら，沖縄本島周辺の地域的な環境変化のみならずグローバル
な気候変動への警鐘も鳴らしている点が高く評価できる．日
本古生物学会は，著者らの努力と成果を高く評価し，ここに
論文賞を授与し，今後の一層の研究の発展を期待する．

Julien Legrand君，Denise Pons君，寺田和雄君，矢部　淳
君，西田治文君：Lower Cretaceous (upper Barremian-
lower Aptian?) palynoflora from the Kitadani Formation 
(Tetor i Group, Inner Zone of centra l Japan) . 
Paleontological Ressearch, vol. 17, no. 3, p. 201-229. 
(2013)（北谷層から産出する下部白亜系（上部バレミアン階
〜下部アプチアン階）の花粉化石

手取層群は中部ジュラ系から下部白亜系の海成や陸成層か
らなり，下位より九頭竜，石徹白，赤岩の3つの亜層群に区
分される．最上部の赤岩亜層群では植物化石や脊椎動物化石
が多産する．特に植物化石に関しては，手取型植物群とよば
れる群集で特徴づけられ，湿潤な気候を示すと考えられてい
た．しかし，花粉・胞子などの微化石を用いた研究はほとん
ど行われていなかった．

Legrand君らは，福井県に分布する手取層群の北谷層から
産出する花粉・胞子化石を研究した．北谷層は赤岩亜層群の
上部に対比される．それらは，胞子，裸子植物，淡水性藻類，
葉上キノコからなり，それ以外にも様々な植物片が含まれる．
しかし，被子植物の花粉等はみられない．本研究地域では79
の形態が認識され，47属46種の胞子・花粉化石を同定するこ
とができた．これらはコケ植物（Bryophyta），小葉植物

（Lycophyta），大葉シダ植物（Monilophyta），裸子植物
（gymnosperms）から構成されている．胞子ではシダ類
（Filicopsida） が 優 勢 で ， 裸 子 植 物 で は Exesipollenites，
Classopollisが最も多い．植物片にはConiferale，ベネテチス
型維管束要素（bennettitalean vascular element），cuticlesな
どがみられる．これらの群集構成から考えると，この化石群
は田茂谷植物群に相当するとみられる．本論文にはこのうち
45属41種が記載されている．

本論文は，下部白亜系（バレミアン−アプチアン）の手取
型植物群にとって最初の記載であり，この植物群の全容を明
らかにする重要なデータとなった．この北谷層の花粉群集は，
草本性植（herbaceous plants）が50〜89 ％と多く，裸子植物
の花粉（gymnosperm pollen）が次いで21〜27 ％と多い．ま
た，花粉・胞子などの陸上植物化石のほか，木片，キューティ
クル，淡水性の藻類，淡水性の巻貝・二枚貝も含み，河川成
から湖成の環境で堆積したと考えられる．

さらに，本地域の胞子・花粉化石群集ではCyathidites，
Deltoidosporaを普遍的に含み，フサシダ類（schizaealean）胞
子の多様性が顕著であること，bisaccate胞子が少ないこと，
などから温暖で湿潤な気候を示すと考えられる．しかし，産
出するcuticleの形態から一部には乾燥気候があったことが示
される．すなわち，基本的には中程度の温暖で湿潤な気候が
広がり，局所的に乾燥気候がみられたと結論される．

以上のように，本論文では花粉・胞子群集と手取層群の堆
積環境を明らかにし，当時の気候状態を推定しており，東ア
ジアの前期白亜紀の植生と気候に関する有力なデータを提供
した．手取層群は恐竜化石の産地でもあり，本層群の植物相
の変遷を明らかにすることは，陸上生態系の変遷を解明する
上でも重要な手掛かりとなる．今後，同様の研究を白亜紀の
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外帯の地層でも行えば，本邦の白亜紀の植生復元と陸上気候
の変動解明を行うことができる．日本古生物学会は，著者ら
の努力と成果を高く評価し，論文賞を贈り，今後の一層の研
究の発展を期待する．

村上瑞季君，嶋田智恵子君，疋田吉識君，平野弘道君：
Asymmetrical basal delphinoid skull from the upper lower 
Miocene Yamato Formation of Hokkaido, Northern Japan: 
Implications on evolution of cranial asymmetry and 
symmetry in Odontoceti. Paleontological Research, vol. 
18, no. 3, p, 134-149. (2014). （北海道中新統下部の上部
大和層から産出したマイルカ上科の左右非対称な頭蓋骨：ハ
クジラ類における頭蓋骨の非対称性と対称性の進化について）

大部分の脊椎動物の頭蓋骨は左右対称であるが，イルカ類
を含むハクジラ類の頭蓋骨においては鼻孔などの空気の通り
道に関係する構造が左右非対称になっている．ハクジラ類は，
自分が発生させた超音波が周囲のものに当たって跳ね返る音
を受信するエコーロケーションと呼ばれる方法で周囲の物体
の位置を把握していることから，頭蓋骨の非対称性はエコー
ロケーションの発達にも関連していると考えられるなど，興
味が持たれている．しかし，ハクジラ類の中でも非対称性の
発達の度合いは様々であり，その系統発生的な起源について
は不明な点が多い．

村上君らは，北海道中川町の中新統下部の上部大和層より
発見された基盤的なマイルカ上科の頭骨を記載し，その非対
称的な形態に着目した．まず，その非対称性が化石化過程に
おける圧縮などの変形による可能性に配慮し，化石を含む石
灰質コンクリーションに含まれる砂粒の密度を分析し，この
コンクリーションが化石の形成過程の比較的に初期に形成さ
れ，標本が変形を受けていないことを確認した．次に，282
個の形態学的な形質に基づいて現生と化石のハクジラ類72操
作的分類単位（OTU）の系統解析を行い，非対称な頭蓋骨を
持つ中川標本が左右対称な頭蓋骨を持つアトケトゥスやケン
トリオドンに近縁であることを確認した．また，頭蓋骨の非
対称性を示す形質（左右の前上顎骨の幅の比，及び頭頂の傾
きの有無）の分布を系統樹上にマップし，中川標本に見られ
る頭蓋骨の非対称性は，より派生的なマイルカ上科で報告さ
れている非対称性とは系統学的に独立に発生し，その時期は
少なくとも中新世前期の後期に遡ることを示した．

村上君らは更に，本解析に含まれていない種類・形質を含
む様々な種類のマイルカ上科の非対称性に関わる形質の分布
を調べ，マイルカ上科の共通祖先の頭蓋骨は左右対称である
が，基盤的なマイルカ上科において既に非対称性が様々な度
合いで発達していたことを示した．村上君らは，エコーロケー
ションに対する左右非対称な頭蓋骨の役割に関するレビュー
とともに，左右対称な頭蓋骨を持つハクジラ類のエコーロケー
ションと二次的に左右対称な頭蓋骨を進化させるハクジラ類
が存在する理由について考察している．現生で左右対称な頭
骨を持つハクジラ類は天敵であるシャチに聴き取ることので
きない高周波の超音波を使うことから，村上君らはハクジラ
類の左右対称な頭蓋骨は特殊な超音波と関連しており，左右
対称な頭蓋骨を持つ化石種の一部は現生種のように天敵に聴
き取りにくい超音波を発して捕食率を下げていたのではない
か，という仮説を提唱した．

本論文に示された以上のデータ及び考察は，エコーロケー
ションの仕組みが進化していったプロセスの解明に大きな貢
献をするものと考えられる．日本古生物学会は，村上君らの
努力とその研究成果を高く評価し，ここに論文賞を贈り，今
後の一層の研究の発展を期待する．

2014年度日本古生物学会貢献賞
中馬洪治氏：化石レプリカ製作による古生物学への貢献

中馬洪治氏は1989年に35年勤めた横浜市の美術教員を定
年退職し，その後神奈川県立博物館で非常勤職員として，古
脊椎動物の骨格組立や展示標本製作に取り組むことになった．
長谷川善和氏（群馬県立自然史博物館），松島義章氏（元神奈
川県立博物館）の指導のもと，レプリカづくり，組立につい
て国立科学博物館の小村悦夫氏から学んだ．1991年に神奈川
県立博物館を退職した後，合名会社「中馬工房」を立ち上げ
てから現在に至るまで，全国の30以上の博物館や研究機関へ
の300件以上のレプリカ制作を請け負ってきている．

中馬氏のレプリカ作成技術の特色は，永年携わってきた彫
塑を専門とした美術手法に基づいており，化石の原型復元，
化石の型作成から色づけに至るところまで独自の手法が取り
入れられている．そのため，レプリカの完成度は非常に高く，
多くの専門家の高い評価が得られている．また，展示効果に
配慮し，例えば大型標本の展示については溶接などの特殊技
術も駆使している．神奈川や群馬，茨城の各県立博物館に展
示されているパレオパラドキシアやデスモスチルス，ゾウや
クジラなどの大型展示の多くは中馬氏の製作によるものであ
る．中馬氏の制作したレプリカは，博物館などの常設展はも
ちろん企画展での展示標本，貴重な収蔵標本などに及び，多
くの博物館に利用されてきただけでなく，とくに産出が希で
ある古脊椎動物については，多くの研究者によってそのレプ
リカが研究に活用されている．2013年までの製作したレプリ
カの数は315にものぼり，この数は中馬氏によるレプリカの
評価の高さを示している．2011年の東日本大震災において被
災した展示標本についても破損の補修を行うことで博物館展
示の早急な復興に大きな貢献をしている．

レプリカ制作は博物館展示や研究の裏方だが，古生物学や
博物館の発展には必要不可欠な技術であり，中馬氏による長
年にわたる高い技術のレプリカ制作は古生物学界への大きな
貢献といえる．日本古生物学会は，中馬氏のこれまでの努力
と成果を高く評価して，貢献賞を贈るものである．

学術・論文・貢献各賞受賞者
前列左から北村晃寿君（論文賞），中馬洪治君（貢献賞），小松俊
文君（学術賞），大路樹生前会長，須藤　斎君（学術賞），Julien 
Legrand君（論文賞），村上瑞季君（論文賞），後列左から疋田吉識
君，嶋田智恵子君，西田治文君（いずれも論文賞）．
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日本古生物学会2015年年会 
（6月 産業技術総合研究所ほか） 

優秀ポスター賞（順不同）
◦石塚麻奈・對比地孝亘君

化石単弓類Dimetrodonの後肢筋肉系復元の再検討

◦佐藤　圭・佐々木猛智君
二枚貝原鰓亜綱における貝殻微細構造の進化

◦高木悠花・木元克典・藤木徹一・守屋和佳・平野弘道君
浮遊性有孔虫光共生の栄養機能の実験的検証

化石単弓類 Dimetrodonの後肢筋肉系復元の再検討
石塚麻奈 (東大院・理 ), 對比地孝亘 ( 東大院・理 )
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化石の
破損

　　：明瞭な筋痕
　　：不明瞭な筋痕
　　：腱膜の付着痕
　　：靭帯の位置  

　これまでさまざまな古脊椎動物の筋肉系復元が行われてきているが、過去の多くの研究では
(1) 復元のための現生生物モデルの選択が恣意的である
(2) 復元結果が現生生物の情報からどの程度支持されているのかを明示していない
　などの問題点がある (Witmer, 1995)。
　本研究ではかつて Romer(1922）により復元された基盤的単弓類 Dimetrodonを例に、
　これらの問題点の解決を図るため、後肢筋肉系について復元の再検討を行った。

①　現生爬虫類・現生哺乳類の骨盤から下腿にかけて分布する各筋の相同性を、以下の 2つの方法で推定：
　　(A) 解剖によって筋付着位置の形態から推定　　　(B) 筋発生過程の比較から推定 (先行研究による：Lance-Jones, 1979)

イグアナ (Iguana iguana)　
scale bars = 3cm

Dimetrodon limbatus　実骨化石 
林原自然科学博物館所蔵 HMNS 3 scale bars = 10cm

タヌキ (Nyctereutes procyonoides)
scale bars = 3cm

②　筋付着痕を現生 2種と化石骨で比較　　
　　対応する筋を復元+ “復元の支持度” を明示

　  実線 - 化石骨に筋痕があるもの
　  点線 - 筋痕が曖昧、または
　　　　 筋が軟組織上に付着し
　　　　骨に筋痕が残り得ないもの
　塗りなし：現生 2種双方から支持
　白塗り　：現生 1種のみから支持

イグアナの筋との相同性：
手法 (A),(B) で異なる結果が得られる場合
“y (A) ,z (B)” のように記載。例えば
タヌキのm.biceps は (A) ではイグアナの
筋 hと、(b) では 筋 j と相同とされるため、
図中で “h(A), j(B)” と示している

復元例
筋 g( 骨盤側 ) の復元：
　爬虫類・哺乳類ともに骨の同じ位置に付着
→復元は現生 2種双方から支持 
筋 i( 大腿骨側 ) の復元：
　爬虫類・哺乳類で別々の位置に付着
→復元位置は確定できず、2箇所の候補がそれぞれ 1種のみから支持

復元箇所

   
 a-p は個々の筋を示す
相同な筋同士は同じ文字で示す。
例：イグアナの筋m. femorotibialis と
　　タヌキの筋m. vastus を相同と
　　推定し、同じ文字 bで示す。

筋痕が認められ現生のどちらのクレードからも支持される、確度の高い復元ができるものは、(A)(B) どちらの相同性の推定にしたがっても  2 つの筋のみ。

　　　　　　　　　　　筋痕が曖昧・または残らないものを含めても、現生 2種から支持される復元は全体の約 30％にとどまる。手法 (A)

手法 (B)

手法による違い

謝辞 : 化石の観察にあたりまして、林原自然科学博物館の鈴木茂研究員にご協力いただきました。また、現生哺乳類標本を神奈川県立生命の星・地球博物館の広谷浩子学芸員にご提供いただきました。厚く御礼申し上げます。 
参考文献：Romer, A. S. (1922). The locomotor apparatus of certain primitive and mammal-like reptiles (Vol. 46). American Museum of Natural History. / Russell, A.P. and Bauer, A.M. (2008)  The appendicular locomotor apparatus of Sphenodon and normal-limbed squamates.  Pp. 1-466 in Gans, C., Gaunt, A., and Adler,K.K., eds. 
Biology of the Reptilia, vol. 21. Society for the Study of Amphibians and Reptiles, Ithaca, NY. / Witmer, L. M. (1995). The extant phylogenetic bracket and the importance of reconstructing soft tissues in fossils. Functional morphology in vertebrate paleontology, 1, 19-33.　画像出典：https://ja.wikipedia.org/wiki/

手法 (A) と異なり、手法 (B) では付着痕が残らない筋の復元可能性が多数提示される。

筋や腱などの軟組織の付着部は
骨表面に凹凸・粗面などの
特異な形状を示す場合がある。
(＝筋痕・または筋付着痕 )

筋が骨ではなく別の軟組織 ( 腱膜、靭帯など ) の
上に付着する場合、骨表面の形状から筋痕を
直接同定することはできない。
( 図中 e, k, l, p など )
このとき骨には筋に付着されていた側の
軟組織が形成した付着痕のみが残る。

・手法 (B) では｢爬虫類の筋 eは哺乳類においては筋 d, o に吸収され、見かけ上消失する｣といった、形態からは判別不可能な進化的変異を検出できる。
しかしこうした変化は化石骨の形態として残らないため、復元候補を爬虫類型・哺乳類型のいずれかに絞ることは難しい。( 左表下段右端列がこうした候補群。)
・これまで爬虫類で強力に発達している筋 hは、哺乳類でも同様に重要な筋と相同とされてきたが、その解釈には問題があった。手法 (B) では異なる解釈がされ、
哺乳類では退化傾向にあることが示された。Dimetrodonでは爬虫類型の作用に近いが、脚を尾側に曲げる作用に変化していた可能性がある。

総括 大腿骨内転・外転筋、膝関節屈筋・下腿内転筋に新たな復元候補を提示。
・手法 (A)(B) どちらにおいても、従来爬虫類型で復元されてきた大腿骨内転筋 ( 筋 i)、外転筋 ( 筋 d) に新たな復元候補が提示され、より強力な回転作用を
得ていた可能性が示された。骨盤尾側 -下腿を繋ぐ膝関節屈筋・内転筋群 ( 筋 h-k) も同様に、膝を体軸に寄せるより強い作用があったかもしれない。
・これらの候補の一部は骨表面に明瞭な筋痕を形成するため、Dimetrodonよりのちの化石単弓類を時系列順に並べることによって筋痕形状の進化的変化が
よりはっきり観察されれば、対立する復元候補を排除することができるだろう。

爬虫類筋肉名 ( 略称 )
a: ambiens
b: fem.tib.
c:: il.tib.
d: pub.isch.fem. int.
e: pub.tib.
f:  il.fem.
g: pub.ischi.fem.ext.
h: il. fib.
i:  isch.troch.
j:  flex.tib.int. 2 sup&prof
k: flex.tib.int.1
l:  flex.tib.ext.
m: caudifem.longus
n:  caudifem.brevis
o: adductor fem.
p:  pub.ischi.tib

Romer(1922) による Dimetrodon復元図 ( 一部改変 )
オレンジで示した部分は今回の復元結果と
異なる可能性がある筋・筋痕である。
なおこの図は右脚について示されており、
上の写真とは向きが異なる。

写真は全て左脚の骨格

筋付着部の両端を
現生 2クレードが支持

筋付着部の片方を
現生 1クレードのみが支持

筋付着部の両端を
現生 1クレードのみが支持

筋付着部の両端に
明瞭な筋痕 2 8 0

3 0

4 4 0

0
筋付着部の片方が
不明瞭 /軟組織付着 2 0
筋付着部の両端が
不明瞭 /軟組織付着 4 4 0

筋付着部の両端を
現生 2クレードが支持

筋付着部の片方を
現生 1クレードのみが支持

筋付着部の両端を
現生 1クレードのみが支持

筋付着部の両端に
明瞭な筋痕 2 6

4

11
筋付着部の片方が
不明瞭 /軟組織付着 1 5 11
筋付着部の両端が
不明瞭 /軟組織付着 4 33 2
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石塚麻奈・對比地孝亘君ポスター

二枚貝原鰓亜綱における貝殻微細構造の進化二枚貝原鰓亜綱における貝殻微細構造の進化
佐藤圭（東大・総博）・佐々木猛智（東大・総博）佐藤圭（東大・総博）・佐々木猛智（東大・総博）

P24P24
軟体動物がつくる貝殻は，炭酸カルシウムと有機物が規則的に配列する『貝殻微細構造』と呼ばれる構造単位で構成されている．軟体動物の微細構造は，これまでに 40
種が記載されており (Carter, 1990)，近縁種間で類似し，化石での保存性も高いことから，分類形質の一つとして用いられてきた．また微細構造は，その種類によって物
理的・化学的強度が大きく異なることが明らかとなっている（e.g. Harper, 2000）．最も原始的な二枚貝類であると考えられている原鰓亜綱（Zardus, 2002）は，進化史

★日本近海産現生原鰓類 4上科，9科，16 属，38 種を使用．それぞれの試料について
以下の手法を用いた．1) SEMを用いた貝殻微細構造観察（右図A, B），2) ML 法によ

結果
① 原鰓類の貝殻微細構造は非常に多様であった；4種の新構造を含め，全 18 種の貝殻微細構造が観察された．
② 微細構造は系統と極めて良く対応した；それぞれの種は 1～３の殻層をもち，属～科レベルで変異する微細構造と，上科レベルで変異する微細構造を併せもつ．
③ 結晶方位の違いで，微細構造はさらに細分化できた；同一の微細構造であっても，観察する種によって結晶方位が異なることが明らかとなった．　
④ 原鰓類は，上科分岐以後に独立して微細構造を進化させてきた；化石種と現生種では，同一系統内でも微細構造組み合わせが大きく異なる例が多数みられる．

結果①：貝殻微細構造観察結果

結果②：分子系統解析及び微細構造観察・結晶方位解析結果

試料と手法

議論

結果③：結晶方位解析結果

★観察された結晶方位パターンを以下の 6種に区分した．

結果④：化石原鰓類の微細構造レビューまとめ

系統樹の樹形は，Nuculoideaが原鰓類で最も祖先的な系統であることを示す．
これは，カンブリア紀の二枚貝FordillidaeがNuculoideaと類似するという説
（Cope, 1996; Fang & Sanchez, 2012）と整合的である．

★ 現生原鰓類の貝殻微細構造は系統を良く反映しており，SEM観察や結晶方位解析を組み合わせることで上科～属レベルの分類にきわめて有用である．
★ ところが化石種の記載例をみると，現生種のような微細構造組み合わせの傾向に反する例が数多くみられる．　　
★ 原鰓類の微細構造は，祖先的真珠構造～真珠構造～均質構造 (Nuculanoidea) or 放射稜柱・網目状構造 (Solemyoidea) という進化経路をたどっており，現生種の微細
構造組み合わせが広く見られるようになるのは，少なくとも白亜紀以後である．

★ 貝殻微細構造の進化生態学的意義：真珠構造は強度が最も高い微細構造であることが知られる（e.g. Currey, 1976）．真珠構造は，生物間競争が激化したオルドビス紀において，
軟体動物の複数の系統（二枚貝類・腹足類・頭足類・単板類）が独立して獲得したと考えられており（Vendrasco et al., 2013），軟体動物の今日の繁栄の礎となった形質であるとい
えるかもしれない．ところが，原鰓類は真珠構造を失う傾向があり，貝殻の強度の面では非合理的な進化をしてきたといえる．
★ トレードオフ仮説：微細構造の違いは 1) 物理的強度 2) 生産コスト 3) 化学的強度の３つの差異を生じる．Solemyoidea は，白亜紀以降深海の化学合成生態系へ進出した（Tabiani 
et al., 2011）．現生種の微細構造は有機物が複雑に配列する構造で，炭酸カルシウムの飽和度が低い深海において有利に働いたかもしれない．Nuculanoidea から真珠構造が全くみら
れなくなる白亜紀～古第三紀は，原鰓類が極域や深海へ生息場を移した時期である（Nicol, 1967）．Nuculanoidea でひろくみられる均質構造は，コスト面で優れており，極限環境へ
の進出に有利に働いたかもしれない．原鰓類の微細構造進化は，強度を代償として新たな生態的特性を付与することで，非競争的環境への進出を後押ししてきたのかもしれない．

結晶方位パターンは，種内で変異しないことが本研究やFryda et al. (2012)などで確認
されており，パターンの違いは系統を反映していると考えられている．

★現生種でみられた，上科レベルで安定する微細構造種で，
化石種・現生種の微細構造を大別した．

背景
上重要な位置づけにあるにもかかわらず，巨視的な形態形質の乏しさから，現生・化石を含めた系統関係や進化史は十分明らかになっていない．我々は，これまで過小評価されて
きた原鰓類の進化史をより鮮明に明らかにすることを目標として ,  原鰓類の貝殻微細構造の系統学的・機能形態学的な解釈を行った．

る分子系統解析：16S, 18S, 28S rRNA, COI, H3 の合計約 6725 基対の塩基配列データ，およびGenBank より引
用した全 74 種の原鰓類における塩基配列データ（前述の 5領域 +核ゲノム 4領域）を用いて解析．3) 単結晶
XRDを用いた結晶方位解析（右図C）．4) 過去の原鰓類記載例と，本研究のデータとを対比．

2 μm50 μm 50 μm10 μm 10 μm5 μm 10 μm10 μm10 μm 10 μm

不規則稜柱構造複合交差板構造網目状構造
放射状稜柱構造

均質構造
柱状真珠構造歯状混合稜柱構造混合稜柱構造

薄板構造
シート状真珠構造

稜柱構造 真珠構造

3 μm

繊維稜柱構造

成長方向

処理３

処理３ 処理２ 処理２処理３ 処理３ 処理３ 処理２処理４処理３処理３

成長方向と
垂直方向

貝殻水平方向

成長方向

貝殻水平方向

成長方向

貝殻水平方向 貝殻水平方向

成長方向 成長方向 成長方向 成長方向成長方向

貝殻水平方向

外層で観察された微細構造 中層～内層で観察された微細構造

Haliotis tuberculataCrepidula fornicata
Siphonaria pectinata

Glycymeris glycymeris

Solen vaginoides

Pteria hirundo
Teredo clappi

Scissula similis
Lyonsia floridana

Cardiomya sp.
Anodontia omissa

Ennucula cardara
Ennucula tenuis
Ennucula tenuis

Ennnucula tenuis
Ennucula nipponica
Ennucula tennis
Ennucula siberutensis

Neotrigonia lamarckii
Eucrassatella cuningi

Ennucula sp.
Ennucula decipiens
Ennucula cumingii

Acila insignis
Acila minutoides

Acila castreinsis

Acila mirabilis

Acila castreinsis

Acila mirabilis
Acila mirabilis

Acila divaricata
Acila divaricata

Brevinucula sp.
Brevinucula verillii
Nucula sulcata

Nucula sulcata
Nucula sulcata

Nucula sulcata
Nucula sulcata
Nucula sulcata
Nucula sulcata

Nucula nucleus
Nucula nucleus
Nucula nucleus
Nucula nucleus
Nucula nucleus
Nucula nucleusNucula sulcata

Ennucula similis
Ennucula similis Nucula proxima

Nucula proxima
Ennucula granulosa

Nucula profundorum
Nucula atacellana
Nucula atacellana

Nucula atacellana
Nucula atacellana

Nucula atacellana
Nucula torresi
Nucula tokyoensis

Solemya velesiana
Solemya velesianaSolemya sp.Solemya sp.

Solemya pusilla
Solemya pusilla

Solemya reidiSolemya elarraichensis
Solemya sp.

Solemya pervernicosa
Solemya velum
Solemya velum

Solemya velum
Solemya velum

Solemya velumSolemya velumSolemya velum
Solemya flava
Solemya flavaAcharax sp.

Acharax sp. Acharax sp.
Acharax sp.

Acharax johnsoni
Acharax sp.
Acharax sp.
Acharax sp.
Acharax sp. Acharax bartschii

Acharax sp.Acharax sp.
Acharax sp.Acharax gadirae
Acharax sp.
Acharax sp.
Acharax sp.Acharax japonica

Acharax japonica
Nucinella sp. Huxleyia sulcata

Huxleyia minuta
Setigloma japonica

Sarepta speciosa
Sarepta speciosa

Pristigloma alba
Pristigloma nitens
Pristigloma sp. Bathyspinula filatovae

Bathyspinula calcar
Ledella Tindariopsis agathida

Ledella pustulosa
Yoldiella ecaudata

Ledella jamesi
Ledella ultima

Ledella ultima
Ledella ultima

Neilonella dubia
Neilonella dubia

Silicula rouchiSilicula sp.Propededa carpenteri
Nuculana tanseimaruae

Nuculana tanseimaruaePropededa longicaudata
Nuculana conceptionis

Nuculana pernula
Nuculana pernula
Nuculana pernula
Nuculana minuta
Nuculana minuta

Nuculana leonina
Nuculana yokoyamai

Nuculana sematensis
Silicula sp.Neilonella soyoaeBathyspinula oceanica

Bathyspinula hilleri
Yoldiella americanaLametila abyssorum

Megayoldia lischkei
Nuculana pellaNuculana pella Yoldia johanni

Yoldia notabilis
Yoldia myalis

Yoldia scissurataAdrana scaphoides
Nuculana gordonis

Yoldia limatula
Yoldia limatula

Yoldia limatula
Yoldia limatula

Nuculana caloundra
Nuculana caloundra
Nuculana caloundra Tindaria ?

Tindaria sp.
Tindaria soyoaeNeilonella whoii

Neilonella salicensis
Neilonella subovata

Tindaria kennerlyi
Yoldia eightsi
Malletia humilior

Clencharia abyssorum
Clencharia abyssorum
Tindariopsis sulcata
Malletia johnsoni
Jupiteria sp.

Nuculana soyoae
Neilonella kirai

Megayoldia japonicaJupiteria sp.
Jupiteria sp.

Megayoldia sp.
Katadesmia cuneata
Katadesmia cuneata

Clencharia abyssorum
Yoldiella inconspicua
Yoldiella valettei

Yoldiella orcia
Yoldiella nana

*

*
*

*

* *

**

*
*
*

*

*

** *
** *

*
*

* *

**
* *

* *

*

*
*

*

** *

*

*

Neilonella dubia*
Neilonella dubia*

*

*

*

0.2

99 100

100

100

100
100

100

100

100

100

100

99

44

63 40
100

70

98 95

31
49

5775

74

91
92
72

70 99

51 58

95

79

46

40

100

59
26
47

56

9853
40

90

100

100

59
67

81

55
69

80
100

81
32 89

56

100

100

84

42

51

46

94

98

100

99

99
100

97

74

64

34

32

30

15

51

43
30

54 96
63

100

22

22

36

96

66

29

26

84

74 99

55 65

93
100

70
99

90 22

23
47

89

41
89

82

100

20

41

28
1519 51

10 26

11

97

100

100
32

13
21

98
94

26

89
98

Solemyoidea
N
uculanoidea

N
uculoidea

＊

シート状真珠混合稜柱B 柱状真珠
シート状真珠

シート状真珠不規則稜柱B

混合稜柱B

シート状真珠柱状真珠
シート状真珠柱状真珠

シート状真珠柱状真珠
混合稜柱A シート状真珠

不規則稜柱A シート状真珠シート状真珠

均質放射稜柱
不規則稜柱放射稜柱

網目状 cone状複合交差板
放射稜柱 薄板

均質 均質

均質

繊維稜柱 均質均質
均質均質

均質均質

均質

均質均質
均質

均質

均質

外層 中層 内層

柱状真珠

シート状真珠

混合稜柱A

混合稜柱A

歯状混合稜柱 シート状真珠シート状真珠
歯状混合稜柱 シート状真珠シート状真珠

均質均質

均質均質

fine複合交差板均質
均質均質

繊維稜柱 均質均質

均質

不規則稜柱B

柱状真珠

fine複合交差板 fine複合交差板

均質

繊維稜柱

均質

繊維稜柱

fine複合交差板

fine複合交差板

繊維稜柱

繊維稜柱 fine複合交差板

no data

均質均質繊維稜柱

10 μm

不規則繊維稜柱構造
処理３

外層～内層で観察

NuculoideaSolemyoidea Manzanelloidea Nuculanoidea

放射稜柱 / 網目状構造グループ 均質構造グループ 真珠構造グループ

成長方向

F

E

E

A C

C
no

data

B

D

A

C

D C

D

D

D

no
data

F
no

data
B

D D

fine複合交差板
D B

F
no

data C

B

01
2

00
2

Type A Type B Type C Type D Type E Type F

単結晶性

傾斜直立

双晶性 ２重双晶性 多結晶性（環状）多結晶性（傾斜）多結晶性(分離 )

直立 直立 直立 分離

腹縁 殻頂

外層 内層

A
外表面

内表面

成長方向に垂直な断面
成長方向に

平行な断面

成長方向

B

a b
30°

60°
90°

C

?

1祖先的真珠構造グループ

1.カンブリア紀の二枚貝 (Fordillidae) の貝殻は，真珠構造の祖先構造と考えられる
Semi-foliated aragonite の単層構造である（Vendrasco et al., 2011）．
2.オルドビス紀までは，両上科ともに祖先的真珠構造と考えられている Laminar 
shell structure をもつ（Vendorasco et al., 2013）．
3.石炭紀の Solemyoidea は，真珠構造をもつ（Carter, 1990）．
4.シルル紀～石炭紀までの期間に真珠構造でなく均質構造をもつ種が出現する

（Malletidae in Nuculanoidea, Praeonuculinae in Nuculidae; Carter, 2001）．
5. Nuculanoidea では，白亜紀以降に真珠構造をもつ種は全くみられなくなる．
6. Solemyidae との共通祖先 Ctenodontidae も真珠構造をもつことから，
Manzanelloidea の祖先種も真珠構造を持っていた可能性が高い（Carter, 1990）．
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4
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? ?

Sareptidaeは，Nuculoideaに属すると考えられてきた（e.g. Bouchet et al., 2010）．しかし，本研究のSareptidae２種（Sarepta speciosa, Setigloma 
japonica）は，Nuculanoideaに近縁で，しかも他のNuculanoideaと類似の微細構造組み合わせであることが明らかとなった．

D

結晶面

結晶軸

★ブートストラップ解析1000回．本研究の試料は＊印で区別した．

M
anzanelloidea

?

成長方向

高木悠花（早稲田大学/海洋研究開発機構）
木元克典・藤木徹一（海洋研究開発機構），守屋和佳・平野弘道（早稲田大学）
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An experimental study on nutritional function of photosymbiosis in cultured planktic foraminifers

はじめに・目的 

サンプル

要旨 

実験 

結果・考察 

まとめ

浮遊性有孔虫－藻類共生系が，栄養環境にどのよう
に応答するかを調べるべく，共生藻への二つの栄養
供給経路（海水由来，宿主由来）を制御した飼育実
験を行った．継続的な観察と FRR法を用いた光合成
測定を行い，共生系の成長，および光合成活性を指
標に検討した結果，海水の栄養塩濃度は共生系の成
長や光合成活性に有意な影響を及ぼさず，一方で宿
主が採るエサの有無は，宿主と共生藻の成長に著し
い影響を与えた．また，宿主が飢餓状態であっても
共生藻は高い光合成活性を維持することが明らかと
なり，エサを容易に得られない環境で共生関係が重
要な役割を果たす可能性が示唆された． 

藻類との共生関係（光共生，photosymbiosis）を有する浮遊性有孔虫は，共生藻か
ら供給される光合成産物を利用し，共生藻は有孔虫の代謝由来の栄養塩を利用する
という相利共生の関係にあると考えられている．この生態は化石種からも多く報告
され，貧栄養な外洋域への有孔虫の適応放散を促した生態戦略であると解釈されて
いる．一方で現生有孔虫の共生種は摂餌も行うことが知られ，この共生関係につい
ては未だ不明な点が多い．そこで本研究では，共生藻へ栄養を供給する二つの経路， 
　① 海水環境中の栄養塩 
　② 宿主から供給される栄養（代謝由来） 
を想定し，栄養塩濃度，および宿主へ与える餌を制
御した実験下で，各条件に対する宿主の応答（有孔
虫の成長），および共生藻の応答（光合成活性の違い）
を明らかにすることを目的とした． 

・浮遊性有孔虫－藻類共生系の栄養塩環境に対する光合成生理応答を調べるた
め，栄養塩環境（海水）と給餌率（餌の有無）を制御した飼育実験を行った． 
・浮遊性有孔虫の成長にとって摂餌は必須である． 
・ 共生藻の増殖には宿主のサイズが空間的制約を与えている． 
・ 海水の栄養塩環境は共生藻の光合成活性にほぼ影響しない（常に宿主から十
分に栄養供給を受けている？） 
・ 宿主が飢餓状態であっても共生藻は高い光合成活性を維持できる． 
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図 3 . FRR測定で得られる
蛍光の誘導曲線．横軸は機
器から照射される閃光の回
数（50閃光は 100µ秒）．
この曲線から Fm, Fo, σPSII

などの光合成の量や特性を
表すパラメータを得ること
ができる．

カルチャーディッシュ
（6穴，17ｍL）
で 1個体ずつ飼育．

FRRF  

Fm  
Fv/Fm  潜在的光合成能力 

クロロフィル 濃度

意味 パラメータ

（最大蛍光収率）

（光合成の量子収率） 

表 2. FRRFパラメータ．Fmはクロロフィル濃度に比例する値
であり，共生藻の多少を意味する．Fv/Fmは共生藻の光合成の
活発さ（光合成活性）を示し，主に栄養環境を反映して変動
する．光合成の生理状態の指標となる．

本研究の遂行にあたり，琉球大学熱帯生物圏研究所センター瀬底研究施設の
スタッフの方々にお世話になった．本研究は，日本学術振興会科学研究費補
助金（No. 25740014, 25・5477）によって助成されている．
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Sesoko Island 

East China Sea 

サンプリング@瀬底島沖

ターゲット

・26  37.3’ N, 127  52.3’ E （深度 60m）
・プランクトンネット表層曳き
（63µmメッシュ， 5分間，6キャスト）

° °

Globigerinoides
 
　

・水温： 26.5°C～ 27.5°C
・ 光源：メタルハライドランプ
・PAR （Photosynthetic Active Radiation）：
                   170-220 [µmol quanta/m2s]
・14hr （明）‒10hr （暗）サイクル
・毎日水交換

その他の飼育条件

観察・FRR測定

実験条件詳細

図 2. サンプリング地点（赤星）．実験
は琉球大学熱帯生物圏研究所センター
瀬底研究施設において実施した．

図 1. 共生藻への
栄養経路の概念図
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浮遊性有孔虫の殻体サイズ（宿主の成長） 

→ 浮遊性有孔虫の成長にとって摂餌は必須である 

→ 共生藻の増殖には宿主のサイズが
　 空間的制約を与えている可能性

 → 宿主から十分な栄養を享受 

 → 仮に「共生藻の光合成」 =「宿主への有機物供給」であれば， 
　  宿主が飢餓状態であっても共生藻からの恩恵は受けている可能性有 

有孔虫あたりのクロロフィル量（共生藻の増殖） 

細胞体積あたりのクロロフィル量（共生藻密度） 

Fv/Fm（共生藻の元気度，光合成活性） 

・給餌区 A，C   
・非給餌区 B，D   

： 有孔虫はよく成長，最多で 3つのチャンバーを形成．殻体サイズ増大． 
： 有孔虫はほとんど成長せず，既存のチャンバーを外す個体複数確認．　 
そのような個体では原形質も同様に縮小． 

・給餌区 A，C   
・非給餌区 B，D   

：宿主の成長とともに増加する傾向． 
： 減少もしくは横ばい． 

・ 経時的なトレンドなし．
・ 実験区間でもほぼ変わらず．

・ 実験区間では大きく違わない．

・濾過海水：現場海水を 0.22 µm で濾過
・ 栄養塩添加区：富栄養深層水相当，かつ
　　　　　　　    N:P=16:1（Redfield比）
・ エサ：Artemia salina nauplii 孵化後 1 日

・サイズ計測，写真撮影
・ 1個体ごとに FRR測定を実施

NO3 :   0.2 [µmol/L] 
PO4 : 0.07 [µmol/L] 

NO3 : 16 [µmol/L] 
PO4 :    1 [µmol/L] 

図 4 . 飼育実験の結果．横軸は飼育からの日数．各実験区（A, B, C, D）で 3個体ずつの結果をプロットしている．
体積当たりのクロロフィル量については，各々のチャンバーを球とみなした容積の総和（かつ最終チャンバーについて
は細胞質の充填率を考慮）を宿主細胞の体積として算出．

図5 . 有孔虫個体の成長．A, Cでは殻形成をし，体サイズを著しく増大させるが，B, Dでは縮退してしまう．スケールは200 μm．

表 1. 各実験区の設定．

栄養塩添加はほぼ無関係 
非給餌区でも高い光合成活性を維持 

謝辞

浮遊性有孔虫光共生の栄養機能の実験的検証
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エサ 
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栄養豊富な培地の共生藻株（P. 
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高校生ポスター賞
優秀賞（順不同）
◦岡村太路君（東京学芸大学附属高等学校）

後頭骨化石からイルカの首の動きを復元できるのか〜千葉
県市宿層産出のマイルカ科頭骨化石の研究

◦藤本侑生・伊東一磨君（私立本郷学園）
三葉虫の濾過採食機能の検証

奨励賞（順不同）
◦石塚創太・池知正弘・国広亮太・高橋悠太・近藤結子・本

藤紫乃君（茗渓学園高等学校）
茨城県小野川河床の下総層群の貝化石密集層について

◦原島　舞・今橋春日・佐藤有花・猪口華蓮・松倉亜里沙君
（群馬県立太田女子高等学校）
群馬県板倉コアの介形虫化石と有孔虫化石

◦坂本悠莉君（新潟第一中学校）
佐渡島沢根層から産出する珪藻化石の大きさと胞紋の数

!
市宿イルカ化石の後頭顆から首の可動域を推定する!!!
①後頭顆長さから環椎長さを推定する!
　［結果２］環椎長さ＝後頭顆長さ× 0.91＋2.53　!

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　64.8 ㎜     !
!
②環椎長さから環椎弓長さを推定する!
　［結果１］環椎弓長さ＝環椎長さ×（1.05～1.15）!
　　　　　　　　　　　　　　         　68.0 ～ 74.5 ㎜    !
!
③求められた後頭顆・環椎の値を指標へ代入して，!
　首の可動域を推定する!
　［結果３］首の可動域 ＝（後頭顆の弓と環椎の弓の差）!
　　　　　　　　　　　× 後頭顆の膨らみ × 後頭顆角度!!

• 後頭顆長さ   　　　　  74.0 ㎜ 　!
• 後頭顆弓長さ  　　 　  92.0 ㎜ !
• 後頭顆の開き具合   　  61.0  °   　!
• 環椎の長さ 　　　 　   64.8 ㎜ （推定値）　!
• 環椎の弓長さ　    　     68.0 ～ 74.5 ㎜ （推定値）　!

 

Result Discussion

Introduction Method　
千葉県君津市に分布する上総層群市宿層より産出したハクジラ
亜目の後頭骨化石についての研究を継続している．すでに行な
った研究で，後頭顆の大きさと形状による分析からマイルカ科の
ゴンドウクジラ（Globicephala）属であるという推定を得た．ま
たハクジラ亜目における後頭顆の形態は多様性を示すことがわ
かった．さらに，この市宿層から産出したゴンドウクジラ属化
石の生態を明らかにするため，形態学的な考察を進めている．

現生ハクジラ亜目の頭骨・環椎の計測データを比較・分析する!
骨格から首の可動域を推定するための指標を構築する!
市宿イルカに指標を適用することで，首の動きの復元を試みる

ハクジラ亜目マイルカ科をはじめとする7 科 35 種 102 個体（全て成体）の頭骨標本を計
測し，後頭顆の寸法と形状について比較を行なった．さらに，その中の26 個体の頭骨と
環椎を用いて，ハクジラ亜目における首の背腹方向の可動域について検討した．

科 種の数 所　蔵
マイルカ科 18   国立科学博物館
ネズミイルカ科 3   国立科学博物館
アカボウクジラ科 1   国立科学博物館
ガンジスカワイルカ科 1   国立科学博物館
ラプラタカワイルカ科 1   国立科学博物館
コマッコウ科 1   国立科学博物館
イッカク科 1   国立科学博物館
計 26

～後頭顆および大後頭孔による同定の試み～
PH 6

～千葉県市宿層産出のマイルカ科頭骨化石の研究～
後頭骨化石からイルカの首の動きを復元できるのか

東京学芸大学附属高等学校２年　　岡村　太路　　

後頭骨底 

外後頭骨 後頭顆(右) 

後頭顆(左) 
大後頭孔 

頸動脈管 頸動脈管 

1㎝

　結 果 １　後頭顆・環椎の寸法と形状について比較　　　　　　　　      　

後頭顆の膨らみ
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後頭顆の膨らみは種により異なるが　環椎の膨らみはほとんど同じ

環椎の膨らみは，5～15 ％の値を示し
種による差はほとんど見られない．こ
れに対して、後頭顆の膨らみは，種に
よって大きく異なっている．

　結 果 ２　後頭顆と環椎　膨らみと長さの関係　　　　　　　　　　　　　  　　
後頭顆と環椎の関係は３つのグループ

　結 果 ３　後頭顆・環椎が背腹方向の可動域にあたえる要因　　　　　　　　　　　　　　　        　　　

首の背腹方向の可動域は　　　　　　!
  (後頭顆の弓と環椎の弓の差)  × 後頭顆の膨らみ × 左右後頭顆の開き具合!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      によって決定する

骨格から首の可動域を推定するための指標［ハクジラ亜目］

ハクジラ亜目の後頭顆・環椎においては，長さの差，後頭顆の膨らみ，左右後頭顆
の開き具合が種により異なっている．理論値による検討においては，これらの値が
首の背腹方向の可動域に大きく影響していることが明らかになった．!
首の可動域を推定する指標を作成し，市宿イルカのおおよその可動域を復元できた．

Conclusion Outlook
市宿イルカ化石の詳細な同定!
首の可動メカニズムの進化学的な考察!
首の可動域と生息環境や捕食様式の関係についての検討!
ハクジラ亜目の化石種における首の可動域の復元

　結 果 ４　市宿イルカの首の可動域を推測　　　　　　　　　　　　　　        　　　

結果３の指標において，首の可動域を推定するには，
後頭顆・環椎の両方の形状が必要となる．市宿イルカ
化石には後頭顆しか残っていないため，後頭顆から環
椎の大きさを推定し，首の可動域を導きだした．

膨らみ＝(弓長さー長さ) ⧸⻑⾧長さ × 100
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ハクジラ亜目における首の背腹方向の可動域は，主に３つの要因によって決定
していると考えられる．この３つの要因から，首の可動域を推定する指標を作
成した．実際に骨格を動かしてみても，ほぼ同様の値を得ることができた．

後頭顆の膨らみが, 首の可動域に影響
を与えていると推測される
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後頭骨から首の背腹方向の可動域を推定
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（後頭顆の弓と環椎の弓の差）× 後頭顆の膨らみ× 左右後頭顆の開き具合

＜先行研究より＞

グループごとにそれぞれ異なるメカニ
ズムで首を稼働させている可能性

ガンジスカワイルカ，シロイルカなど首
の可動域が大きいと言われている種ほ
ど原点から離れている傾向が見られる．

ハクジラ亜目の後頭顆・環椎は，長さの
差，後頭顆の膨らみが種により大きく異
なり，３つのグループに分けられる．

ゴンドウクジラ属では，後頭顆と環椎
の長さの比はほぼ一定である

環
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y = 0.9102x - 2.5342
R² = 0.9965

後頭顆長さと環椎長さの関係

（ゴンドウクジラ属）

後頭顆の膨らみが大きくなる, もしくは
後頭顆と環椎の大きさの差が大きくな
ることで可動域を拡大させている

5 ㎝

後頭顆　頸椎!
オガワコマッコウ!
　　　   M 141019!
　　

岡村太路君（東京学芸大学附属高校）ポスター

試料 

着色水の流れを時系列で表した写真。緑色に見えるのが着色水。
外縁部に開けた穴からは着色水が出ていないのが分かる。 

・使用試料 
 

試料名： Cryptolithus tesselatus 
産地：モロッコ （標本業者から購入） 

 時代：オルトビス紀後期 
 標本α： 幅19.0㎜ 体長28.7㎜ 
 標本β： 幅21.0㎜ 体長27.0㎜ 
 

A)試料断面観察
生物体軸直角に研磨剤(＃320)で、 

 できるだけ、等間隔になるように試料αβそれぞれの 
 生物体部分を削り、断面を毎度スキャニングした。 

水流実験
→使用する透明な模型を作製
試料を型とし、バキュームフォーミングアップ法を使用。 

 外縁構造にあたる部分に試料同様、穴を多数開けた 
  模型を小粒砂の上に置き、水を注いでその後部から 
 着色水を注射器で流した（約0.5ml/s）。 

A)試料断面観察の結果 
 

・試料α：外縁の窪みが穴かどうか確認できず。 

       ただし、穴である可能性はあり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・試料β：袋状の窪みであるものが確認できたものの、 

          穴であるものは、確認できず。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B)水流実験の結果 
  着色水は模型に開けた穴からは出なかった。 
 

 
 
 

特色 研究試料の断面観察と研究生物体模型の実験を組合せ 

藤本 侑生 

本郷学園 
地学部    三葉虫の濾過採食機能の検証 

   Verification of filter feeding of Trilobites 

基本形態 

胸部 

複眼 
頭部 

尾部 

 

A) 頭部に外縁構造が存在 
B) 外縁構造に多数の窪みが存在 
C) 外縁構造内側には空間が存在 

ハルペス目の三葉虫 

Cryptolithus tesselatus 
の上方（右）、側面から
（左）の図。黄色の箇所
は外縁構造を指す。  

研究要旨 
 ハルぺス目の三葉虫には、頭部に立体的な外縁構造がある。 
 外縁構造には多数の窪みがあり、これらは、穴であると考えられてきた。 
 これらの穴とされてきたものは、自らの器官により生物体後部から取り入れ
た水を濾過採食した後の排水口であると考えられてきた。 

 本研究は、これらの多数の窪みが穴であるか、また、濾過採食との関係が
あるかについてのものであるが、先行研究に基づいた観察・水流実験を
行ったところ、これらは確認されなかった。 

 

胸部 

三葉虫ハルペス目の形態 

５㎜ 

A)  外縁構造は自発水流から栄養分を採るためのもの 
B)  外縁構造の窪みは穴で、水流を逃がすためのもの 

先行研究 Fortey and Owen (1999) 

先行研究が指摘するハルペス目三葉
虫の濾過採食が行われた際の水流
（赤矢印）の流れを表した図。 
生物体後部から胸部、尾部と海底面
との間に水流が入り、外縁構造の無
数の穴から水流が出る様子を表す。 

海中 

先行研究の問題点 

外縁構造の窪みが穴であるか未確認 

外縁構造の窪みが穴であるとしても、水流を逃がすか未確認 

外縁の窪みが穴で水流を逃がすとしても、なぜ水流を逃がす必要があるか不明 

仮説 
外縁構造の窪みが穴である 外縁構造の窪みは穴だとして、それは水流を通す 

観察・実験 
α 

β 

5㎜ 

5㎜ 

各箇所における断面のスキャン画像。生物体全体の画像（左）に示す点線は、 
それぞれの色が断面の同色で囲まれたスキャン画像のスキャニング位置と対応する。 

結果 

注射器 模型 

水流実験の全体写真（左）と試料をもとに製作した穴を多数開けた模型（右） 

穴あり 

5mm 

試料αで観察された断面画
像（上）と外縁構造にあたる
部分の拡大画像（下）。 
黒い筋の部分が三葉虫の外
骨格の断面。拡大画像を観
察しても他の部分に比べ厚く
なっているが貫通していない。 

考察 

外縁構造の窪みが穴
であることは、 
確認できなかった。 

外縁の窪みが仮に、 
穴であったとしても、 
前方の穴から水流が 
出るとは確認できず。 

外縁構造の窪みは、採食機能
と関係がないのではないか？ 

何のための窪みなのか？ 

体を軽くするため？ 

水流の抵抗を抑える？ 

周囲の情報を感知する 
センサーが付いていた跡？ 

試料βで観察された断面画
像（上）と外縁構造にあたる
部分の拡大画像（下）。 
拡大画像を観察しても穴が
貫通しておらず、袋状の窪み
にとどまっていることが分かる。 

5mm 

① ② ③ 

Fortey, R. A. and Owen, R. M., 1998. Feeding Habits in Trilobites. Palaeontology, Vol. 42, Part 3, 1999, pp.426-465 

天敵を威嚇するための飾り？ 

木枠 

空気吸引口 
金網 
スポンジ 

熱した塩ビ板 

バキュームフォーミングアップ法を表した図。使用装置概形（左）、模られる様子（右）。 
熱して柔らかくなった透明塩ビ板を試料に押し付けて下から吸引し、型を取る。 

藤本侑生・伊東一磨君（本郷学園）ポスター

高校生ポスター優秀賞・奨励賞受賞者
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『化石』の編集委員長を仰せつかって2年．さまざまな方の
ご協力のおかげで95号〜98号（本号）までの4号を世に出す
ことができました．とりわけ，ボランティア作業である査読
を快く引き受け，親身になって有益なコメントを下さった査
読者の方々に心から感謝いたします．また，みどり美術印刷
株式会社スタッフの優れた技術とやる気のおかげで，印刷面
でも非常にクオリティの高いものを出せたのではないかと思
います．

私は本号で編集長を退き，佐藤たまき次期編集委員長にバ
トンタッチします．新編集体制は，佐藤編集委員長をはじめ，
非常に強力な（キャラの濃い？）面々が揃っているので，間
近に迫る100号記念号の出版が今から楽しみです．今後も引
き続き『化石』の出版へのご理解とご協力をお願いいたしま
す．2年間ありがとうございました．
� （前田晴良）

「化石」の編集も最後となりました．どれくらい前から関
わってきたのか覚えていませんが，怠け者の編集委員でした．
以前は「論壇」として，会長の覚書みたいなカテゴリーがあ
りました．それの編集を一手に引き受けていました．松本先
生の文章が印象深かったです．
� （矢島道子）

電子ジャーナル配信中

「化石」創刊号以降のコンテンツ（PDFは78号以降）を電
子ジャーナルとして配信中です．電子ジャーナルのホームペー
ジは以下の通りです．

http://wwwsoc.nii.ac.jp/psj5/fossils/Fossils.htm

学会ウェブページの「化石」のページからもリンクが貼ら
れています．今年度から出版後1年以内のコンテンツに対す
るパスワード制限が撤廃されましたので，どなたでも自由に
アクセスやダウンロードが可能です．是非ご活用ください．

電子投稿受け付け中

現在，「化石」では，電子メールの添付書類での投稿を受け
付けておりますので，積極的にご利用下さい．詳しくは，「化
石」投稿規定第2条b項をご覧ください．

会員の皆様からの投稿をお持ちしております．
� 「化石」編集委員長　前田晴良

「化石」編集部からのお知らせ編集委員会より
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平成26年度一般会計決算・平成27年度一般会計予算

 
予算額

8,600,000
4,500,000
3,400,000

90,000
100,000
10,000

500,000
4,720,000

1,850,000
800,000
50,000

1,000,000
350,000

2,500,000
20,000

0
0

160,000
10,000

150,000
0

13,480,000

10,540,000
4,600,000
4,600,000

0
700,000
300,000
800,000

1,000,000
1,400,000
1,200,000

10,000
30,000

　　自然史学会連合分担金 20,000
　　日本分類学会連合分担金 10,000

30,000
50,000

　　データベース作成費 200,000
100,000

0
90,000

4,190,000
1,800,000

430,000
50,000

360,000
50,000

120,000
1,200,000

180,000
110,000
20,000
50,000

4,181,283
4,181,283

1,400,000
20,311,283
-6,831,283

-6,831,283
6,831,283

0

14,000

89,210

360,000

32,673

0 2,676,624

　　雑費

　　　その他 100,000 158,715 -58,715

-13,292
　　旅費交通費

　　水道光熱費 50,000 36,000

1,460,790

-11,552,907

-4,721,624 2,109,659 -6,801,283
0 4,721,624 -4,721,624

-6,801,283

-53,81760,000

0 2,676,624

1,993

-4,721,624

27年度予算
平成27年4月1日から

平成28年3月31日まで

1,200,000

26年度収支計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

1,624,879 -254,879
　　年会例会開催費 900,000 939,569 -39,569

0
10,000 10,000 0

10,000

学会基金取り崩し収入 2,200,000

1,200,000 0

0
124,000

-124,000124,000

102,596

113,817

5,907,956

　　その他の事業活動支出 2,676,624

事業活動支出計

2,676,624

-1,993

その他の事業活動支出

　　賃借料 360,000

　　会員データ管理費
1,200,000

100,000 113,292
1,167,327

　　　送金振替手数料
160,000

　　消耗品費 50,000

290,288 -130,288

　　地球惑星科学連合年会費

0

　　業務委託費
3,946,712

635,734

-86,438

　　編集費 1,400,000

　　ＩＰＡ会費

　　研究委員会等助成金 1,500,000 864,266

　　賞関係費 150,000

30,000

-17,781
32,700

　　謝金 450,000 382,577

　　寄付金 80,000 89,123

117,300150,000

-26,712

0

200,000 181,440 18,560
100,000 100,000

-9,123

67,423

-157

167,781

30,157

1,550,000

　　　本冊印刷費 4,200,000 2,659,508 1,540,492
50,000 0 50,000

1,600,000 600,000
事業活動収入計 13,725,000

事　業　費　支　出 11,850,000 8,559,963 3,260,037
  ２．事業活動支出

　　　別刷印刷費

　　年会例会参加費収入 1,200,000 1,794,000 -594,000
　　特別号売上金 20,000 11,280 8,720

　　雑収入 150,000 130,581 19,419
10,000 3,052

雑　収　入 160,000 133,633 26,367
　　受取利息収入 6,948

寄　付　金　収　入
　　寄付金収入

0 -124,000

事　業　収　入

　　　電子ジャーナル収益 700,000 1,121,592 -421,592
　　広告料収入 350,000 390,000 -40,000

　　会誌等売上収入 1,450,000 1,922,954 -472,954
　　　本冊売上収益 700,000 801,362 -101,362
　　　超過ページ収益 50,000 0 50,000

-22,760
　　英文誌購読会員会費収入 10,000 0 10,000
　　化石友の会会員会費収入 400,000 465,000 -65,000

会　費　収　入 8,345,000 8,642,460 -297,460
　　普通会員会費収入 4,500,000 4,512,000

14,618,327 -893,327

3,020,000 4,118,234 -1,098,234

-12,000
　　特別会員会費収入 3,200,000 3,407,700 -207,700
　　賛助会員会費収入 135,000 135,000 0
　　外国会員会費収入 100,000 122,760

日本古生物学会
一般会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異
  １．事業活動収入

前期繰越収支差額

-17,756

学会基金繰入支出

　　会誌発行費 4,250,000 2,659,508 1,590,492

0

20,000 20,000

　　会誌送料 700,000 664,333 35,667
　　通信運搬費 300,000 334,203 -34,203
　　諸印刷費 850,000

管　理　費　支　出 3,920,000

10,000

747,404

　　国際会議開催関連費
　　地学オリンピック分担金

　　学会図書整備費

136,438

当期収支差額

　　　庶務事務費 0 17,756

次期繰越収支差額 -4,721,624 6,831,283

2,109,659事業活動収支差額

18,446,624 12,508,668
0
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別刷についてのお知らせと料金計算について（改訂）

『化石』の別刷は，著者が投稿の際に投稿原稿整理用紙（投稿カード）に記入した別刷希望部数を印刷会社
へ申し送り，印刷会社から直接著者へ別刷をお送りする仕組みにしております．したがって，別刷の仕上が
りや別刷代金の請求に関しては，編集部は関与しておりません．これらについて，ご不審の点が生じた場合
には下記に直接ご連絡ください．

○別刷代金は次の式で算定されます．
［（ P  ＋ 20） × N ］ ＋ B *

P ：本文のページ数
N ：別刷の部数
B *：製本代［3,000円（表紙なし）または4,000円（表紙あり）］

○その他，論説・総説・解説の印刷にかかる特別料金は以下のとおりです．
ページ超過料金： 5,000円／印刷ページ
カラー印刷料金：15,000円／印刷ページ（「口絵」は無料）

〒410 − 0058	 静岡県沼津市沼北町2 − 16 − 19
みどり美術印刷株式会社
TEL 055 − 921 − 1839　FAX 055 − 924 − 3898

複写される方へ
本誌に掲載された著作物を複写したい方は，（社）日本複写センターと包括的許諾契約を締結されて

いる企業の従業員以外は，図書館も著作権者から複写等の行使の委託を受けている次の団体から許諾
を受けてください．

著作物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接本会へご連絡ください．
〒107 − 0052 東京都港区赤坂9 − 6 − 41　乃木坂ビル　学術著作権協会
TEL 03 − 3475 − 5618　FAX 03 − 3475 − 5619　E-mail：info@jaacc.jp

Notice about photocopying
In order to photocopy any work from this publication, you or your organization must obtain permission 

from the following organization which has been delegated for copyright owner of this publication.
Except in the USA

Japan Academic Association for Copyright Clearance (JAACC)
6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052 Japan
TEL 81-3-3475-5618  FAX 81-3-3475-5619  E-mail: info@jaacc.jp

In the USA
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danver, MA 01923 USA
Phone (978)750-8400  FAX (978)750-4744


